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守 護 国 家 論 正元元年 三八歳

夫 以 れば 偶 十方微塵三悪の身を脱れて希に閻浮日本爪上の生を受く。亦閻浮日域
それおもんみ たまたま み じん まれ えん ぶ そうじょう にちいき

爪上の生を捨てゝ十方微塵三悪の身を受けんこと疑ひ無きものなり。然るに生を捨てゝ

悪趣に堕する縁一に非ず。或は妻子眷属の哀憐に依り、或は殺生悪逆の重業に依り、
あくしゅ だ いち けんぞく あいれん じゅうごう

或は国主と成りて民衆の歎きを知らざるに依り、或は法の邪正を知らざるに依り、或は

悪師を信ずるに依る。此の中に於ても世間の善悪は眼前に在れば愚人も之を弁ふべし。
ぜんなく げんぜん わきま

仏法の邪正、師の善悪に於ては証果の聖人すら尚之を知らず。況んや末代の凡夫に於
しょう か いわ

てをや。 加 之仏日西山に隠れ余光東域を照らしてより已来、四依の慧灯は日に減じ
しかのみならずぶつにち よ こうとういき し え え とう

三蔵の法流は月に濁る、実経に迷へる論師は真理の月に雲を副へ、権経に執する訳者は
そ

実経の珠を砕きて権経の石と成す。何に況んや震旦の人師の宗義其の悞り無からんや。
いか しんだん しゅう ぎ あやま

何に況んや日本辺土の末学誤りは多く実は少なき者か。随って其の教を学する人数は

竜鱗より多けれども得道の者は麟角より希なり。或は権教に依るが故に、或は時機不
りゅうりん りんかく まれ

相応の教に依るが故に、或は凡聖の教を弁へざるが故に、或は権実二教を弁へざるが
ぼんしょう

故に、或は権教を実教と謂ふに依るが故に、或は位の高下を知らざるが故なり。凡夫の
おも

習ひ仏法に就いて生死の業を増すこと其の縁一に非ず。中昔邪智の上人有りて末代の
なかむかし

愚人の為に一切の宗義を破して選択 集一巻を造る。名を鸞・綽・導の三師に仮りて
せんちゃくしゅう らん しゃく どう

一代を二門に分かち、実経を録して権経に入れ、法華真言の直道を閉ぢて浄土三部の隘路
じきどう あい ろ

を開く。亦浄土三部の義にも順ぜずして権実の謗法を成し、永く四聖の種を断じて阿鼻
し しょう あ び

の底に沈むべき僻見なり。而るに世人之に順ふこと譬へば大風の小樹の枝を吹くが如
びゃっけん せ にん したが

く、門弟此の人を重んずること天衆の帝釈を敬ふに似たり。此の悪義を破らんが為に
てんしゅ たいしゃく

亦多くの書有り。所謂浄土決義抄・弾選択・摧邪輪等なり。此の書を造る人、皆碩徳
いわゆるじょう ど けつ ぎ しょう だんせんちゃく さいじゃりん せきとく

の名一天に弥ると雖も、恐らくは未だ選択集謗法の根源を顕はさず、故に還って悪法
はびこ おそ

の流布を増す。譬へば盛んなる旱魃の時に小雨を降らせば草木 弥 枯れ、兵者を打つ刻
かんばつ いよいよ つわもの

みに弱き兵を先んずれば強敵 倍 力を得るが如し。予此の事を歎く間、一巻の書を造り
ますます

て選択集の謗法の縁起を顕はし、名づけて守護国家論と号す。願はくは一切の道俗、一
えん ぎ どうぞく

時の世事を止めて永劫の善苗を種ゑよ。今経論を以て邪正を直す、信謗は仏説に任せ敢
ようごう ぜんみょう う ただ まか あ

へて自義を存すること無し。

分かちて七門と為す。一には如来の経教に於て権実二教を定むることを明かし、二に
な

は正像末の興廃を明かし、三には選択 集の謗法の縁起を明かし、四には謗法の者を
しょうぞうまつ こうはい せんちゃくしゅう

対治すべき証文を出だすことを明かし、五には善知識並びに真実の法には値ひ難きこと
い

を明かし、六には法華涅槃に依る行者の用心を明かし、七には問ひに随って答へを明か

す。

大文の第一に、如来の経教に於て権実二教を定むることを明かさば、此に於て四有り。
だいもん
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一には大部の経の次第を出だして流類を摂することを明かし、二には諸経の浅深を明か
る るい せんじん

し、三には大小乗を定むることを明かし、四には且く権を捨てゝ実に就くべきことを
しばら つ

明かす。

第一に大部の経の次第を出だして流類を摂することを明さば、問うて云はく、仏最初

に何なる経を説きたまふや。答へて云はく、華厳経なり。問うて云はく、其の証如何。
いか け ごん い かん

答へて云はく、六十華厳経の離世間 浄 眼品に云はく、「是くの如く我聞く、一時 仏
り せ けんじょうげんぼん ほとけ

摩竭提国寂滅道場に在って始めて正覚を成ず」と。法華経の序品に放光端の時、弥勒
ま か だ こくじゃくめつ しょうがく ほうこうずい み ろく

菩薩十方世界の諸仏の五時の次第を見る時、文殊師利菩薩に問うて云はく「又諸仏聖主
もんじゅ し り

師子を睹たてまつるに経典の微妙第一なるを演説したまふ。其の声 清 浄に柔軟の
み み みょう みこえしょうじょう にゅうなん

音を出だして諸の菩薩を教へたまふこと無数億万なり」と。亦方便品に仏自ら初成道
みこえ む しゅ

の時を説いて云はく「我始め道場に坐し樹を観じ亦経行して、乃至爾の時に諸の梵王及
そ

び諸の天帝釈・護世の四天王及び大自在天並びに余の諸の天衆眷属百千万、恭敬合掌
てんたいしゃく ご せ だい じ ざいてん けんぞく く ぎょう

し礼して我に転法輪を請ず」と。此等の説は法華経に華厳経の時を指す文なり。故に
てんぽうりん しょう

華厳経の第一に云はく「毘沙門天王略月天子略日天子略釈提桓因略大梵略摩醯首羅等略」。
び しゃもんてんのう しゃくだいかんにん だいぼん ま けいしゅ ら

已
上

涅槃経に華厳経の時を説いて云はく「既に成道し已はって梵天勧請すらく、唯願はく
お かんじょう ただ

は如来当に衆生の為に広く甘露の門を開き給ふべし。乃至梵王復言はく、世尊一切衆生
まさ かん ろ また

に凡そ三種有り、所謂利根・中根・鈍根なり。利根は能く受く、唯願はくは為に説き
およ り こん ちゅうこん どんこん よ

給へ。仏言はく、梵王諦かに聴け諦かに聴け。我今当に一切衆生の為に甘露の門を開
のたま あきら き まさ

くべし」と。亦三十三に華厳経の時を説いて云はく「十二部経修多羅の中の微細の義を
しゅ た ら み さい

我先に已に諸の菩薩の為に説くが如し」と。此くの如き等の文は皆諸仏世に出で給ひて
すで

一切経の初めには必ず華厳経を説き給ひし証文なり。問うて云はく、無量義経に云はく

「初めに四諦を説き乃至次に方等十二部経・摩訶般若・華厳海空を説く」と。此の文の
し たい ほうどう ま か はんにゃ け ごんかいくう

如くんば般若経の後に華厳経を説けり。相違如何。答へて云はく、浅深の次第なるか、

或は後分の華厳経なるか。法華経の方便品に一代の次第浅深を列ねて云はく「余乗
つら

華厳経
なり

若しは二 若しは三 有ること無し」と、此の意なり。
般若経
なり

方等経
なり

問うて云はく、華厳経の次に何れの経を説き給ふや。答へて曰く、阿含経を説き給ふ
いず

なり。問うて云はく、何を以て之を知るや。答へて云はく、法華経の序品に華厳経の次
じょほん

の経を説いて云はく「若し人苦に遭ひて老病死を厭ふには為に涅槃を説く」と。方便品
あ いと

に云はく「即ち波羅奈に趣き乃至五比丘の為に説く」と。涅槃経に華厳経の次の経を
は ら な おもむ び く

定めて云はく「即ち波羅奈国に於て正法輪を転じて中道を宣説す」と。此等の経文は華

厳経より後に阿含経を説くなり。

問うて云はく、阿含経の後に何れの経を説き給ふや。答へて曰く、方等経なり。問う

て云はく、何を以て之を知るや。答へて云はく、無量義経に云はく「初めに四諦を説き

乃至次に方等十二部経を説く」と。涅槃経に云はく「修多羅より方等を出だす」と。問
しゅ た ら
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うて云はく、方等とは天竺の語、此には大乗と云ふなり。華厳・般若・法華・涅槃等皆
てんじく

大乗方等なり。何ぞ独り方等部に限りて方等の名を立つるや。答へて曰く、実には華厳
ひと

・般若・法華等皆方等なり。然りと雖も今方等部に於て別して方等の名を立つること
いえど

は私の義に非ず。無量義経・涅槃経の文に顕然たり。阿含の証果は一向小乗なり。次に
けんねん

大乗を説く。方等より已後皆大乗と云ふと雖も、大乗の始めなるが故に初めに従って方
い ご

等部を方等と云ふなり。例せば十八界の十半は色なりと雖も、初めに従って色境の名
しき いえど

を立つるが如し。

問うて曰く、方等部の諸経の後には何れの経を説き給ふや。答へて曰く、般若経なり。

問うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、涅槃経に云はく「方等より般若を出だ

す」と。

問うて曰く、般若経の後には何れの経を説き給ふや。答へて曰く、無量義経なり。問

うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、仁王経に云はく「二十九年中」と。無量
にんのう

義経に云はく「四十余年」と。問うて曰く、無量義経には般若経の後に華厳経を列ね、
つら

涅槃経には般若経の後に涅槃経を列ぬ。今の所立の次第は般若経の後に無量義経を列
しょりゅう

ぬ、相違如何。答へて曰く、涅槃経第十四の文を見るに、涅槃経已前の諸経を列ねて涅

槃経に対して勝劣を論じて法華経を挙げず。第九の巻に於て法華経は涅槃経より已前な

りと之を定め給ふ。法華経の序品を見るに無量義経は法華経の序分なり。無量義経には

般若の次に華厳経を列ぬれども、華厳経を初時に遣れば般若経の後は無量義経なればな
おく

り。

問うて曰く、無量義経の後に何れの経を説き給ふや。答へて曰く、法華経を説き給ふ

なり。問うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、法華経の序品に云はく「諸の菩

薩の為に大乗経の無量義・教菩薩法・仏所護念と名づくるを説き給ふ。仏此の経を説
む りょう ぎ きょう ぼ さっぽう ぶっしょ ご ねん

き已はって結跏趺坐し無量義処三昧に入りたまふ」と。
お けっ か ふ ざ む りょう ぎ しょざんまい

問うて曰く、法華経の後に何れの経を説きたまふや。答へて曰く、普賢経を説き給ふ
ふ げん

なり。問うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、普賢経に云はく「却って後三月
さ み つき

我当に般涅槃すべし、乃至如来昔耆闍崛山及び余の住処に於て已に広く一実の道を分別
まさ はつ ね はん ぎ しゃくつせん すで

す。今も此処に於てす」と。
こ こ

問うて曰く、普賢経の後に何れの経を説き給ふや。答へて曰く、涅槃経を説き給ふな

り。問うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、普賢経に云はく「却って後三月我

当に般涅槃すべし」と。涅槃経三十に云はく「如来何が故ぞ二月に涅槃したまふや」と。

亦云はく、「如来の初生・出家・成道・転妙法輪皆八日を以てす。何ぞ仏の涅槃独り
しょしょう てんみょうほうりん よう か ひと

十五日なるや」と。

大部の経大概是くの如し。此より已外諸の大小乗経は次第不定なり。或は阿含経より
おおむね

已後に華厳経を説き法華経より已後に方等般若を説く。皆義類を以て之を収めて一処に

置くべし。
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第二に諸経の浅深を明かさば、無量義経に云はく「初めに四諦を説き 、次に方等十
せんじん し たい

阿
含

二部経・摩訶般若・華厳海空を説き、菩薩の歴劫修行を宣説す」と。亦云はく「四十
ま か はんにゃ け ごんかいくう りゃっこうしゅぎょう

余年には未だ真実を顕はさず」と。又云はく「無量義経は尊にして過上無し」と。此等

の如くんば四十余年の諸経は無量義経に劣ること疑ひ無き者なり。問うて曰く、密厳経
みつごん

に云はく「一切の経中に勝れたり」と。大雲経に云はく「諸経の転輪聖王なり」と。
だいうん てんりんじょうおう

金光明経に云はく「諸経中の王なり」と。此等の文を見るに諸大乗経の常の習ひなり、
こんこうみょう

何ぞ一文を瞻て無量義経は四十余年の諸経に勝ると云ふや。答へて云はく、教主釈尊若
み も

し諸経に於て互ひに勝劣を説かば、大小乗の差別・権実の不同有るべからず。若し実に
しゃべつ

差別無きに互ひに差別浅深等を説かば諍論の根源、悪業起罪の因縁なり。爾前の諸経
じょうろん あくごう き ざい に ぜん

の第一とは縁に随って不定なり。或は小乗の諸経に対して第一と、或は報身の寿を説い

て諸経の第一と、或は俗諦真諦中諦等を説いて第一なりと。一切の第一に非ず。今の
ぞくたいしんたいちゅうたい

無量義経の如きは四十余年の諸経に対して第一なり。

問うて云はく、法華経と無量義経と何れか勝れたるや。答へて云はく、法華経勝れた

り。問うて云はく、何を以て之を知るや。答へて云はく、無量義経には未だ二乗作仏
に じょう さ ぶつ

と久遠実成とを明かさず。故に法華経に嫌はれて今説の中に入るなり。
く おんじつじょう こんせつ

問うて云はく、法華経と涅槃経と何れか勝れたるや。答へて云はく、法華経勝るゝな

り。問うて曰く、何を以て之を知るや。答へて曰く、涅槃経に自ら如法華中等と説い
にょほっ け ちゅう

て更無所作と云ふ。法華経に当説を指して難信難解と云はざるが故なり。
きょう む しょ さ

問うて云はく、涅槃経の文を見るに涅槃経已前をば皆邪見なりと云ふ、如何。答へて

云はく、法華経は如来出世の本懐なる故に「今者已満足」「今正是其時」「然善男子、
こんじゃ い まんぞく こんしょう ぜ ご じ ねんぜんなん し

我実成仏已来」等と説く。但し諸経の勝劣に於ては仏自ら「我所説経典、無量千万億」
が じつじょうぶつ い らい

なりと挙げ了って「已説・今説・当説」等と説く時、多宝仏、地より涌現して皆是真実
おわ い せつ こんせつ とうせつ ゆ げん

と定め、分身の諸仏は舌相を梵天に付けたまふ。是くの如く諸経と法華経との勝劣を定
ぜっそう

め了んぬ。此の外釈迦如来一仏の所説なれば、先後の諸経に対して法華経の勝劣を論ず
ほか

べきに非ず。故に涅槃経に諸経を嫌ふ中に法華経を入れず、法華経は諸経に勝るゝ由、

之を顕はす故なり。但し邪見の文に至りては、法華経を覚知せざる一類の人、涅槃経を

聞いて悟りを得る故に、迦葉童子、自身並びに所引を指して涅槃経より已前を邪見等
か しょうどう じ

と云ふなり。経の勝劣を論ずるには非ず。

第三に大小乗を定むることを明かさば、問うて云はく、大小乗の差別如何。答へて云

はく、常途の説の如くんば阿含部の諸経は小乗なり。華厳・方等・般若・法華・涅槃
じょう ず け ごん ほうどう はんにゃ ほっ け ね はん

等は大乗なり。或は六界を明かすは小乗、十界を明かすは大乗なり。其の外法華経に対

して実義を論ずる時、法華経より外の四十余年の諸大乗経は皆小乗にして法華経は大乗

なり。

問うて云はく、諸宗に亘って我が拠る所の経を実大乗と謂ひ、余宗の拠る所の経を権
わた よ い



- 5 -

大乗経と云ふこと常の習ひなり。末学に於て是非定め難し。未だ法華経に対して諸大乗

経を小乗と称する証文を聞知せず、如何。答へて云はく、宗々の立義互ひに是非を論
もん ち りゅう ぎ

ず。就中末法に於て世間出世に就いて非を先とし是を後とす。自ら是非を知らざるは
なかんずく つ ぜ

愚者の歎ずべき所なり。但し且く我等が智を以て四十余年の現文を看るに、此の文を
しばら み

破る文無ければ人の是非を信用すべからざるなり。其の上法華経に対して諸大乗経を小

乗と称することは自答を存すべきに非ず。法華経の方便品に云はく「仏は自ら大乗に住

し給へり。乃至自ら無上道大乗平等の法を証す。若し小乗を以て化すること乃至一人に

於てもせば我則ち慳貪に堕せん。此の事は為めて不可なり」と。此の文の意は法華経
すなわ けんどん だ さだ

より外の諸経を皆小乗と説けるなり。亦寿量品に云はく「小法を楽ふ」と。此等の文は
ねが

法華経より外の四十余年の諸経を皆小乗と説けるなり。天台・妙楽の釈に於て四十余
てんだい みょうらく

年の諸経を小乗なりと釈すとも他師之を許すべからず。故に但経文を出だすなり。

第四に且く権経を閣いて実経に就くことを明かさば、問うて云はく、証文如何。答
さしお

へて曰く、十の証文有り。法華経に云はく「但大乗経典を受持することを楽って乃至余
ねが

経の一偈をも受けざれ」 涅槃経に云はく「 了 義経に依って不了義経に依らざれ」
いち げ りょう ぎ

是
一

法華経に云はく「此の経は持ち難し。若し暫くも持つ者は我即ち歓喜す。
しばら

四十余年を不了義
経と云ふ。是二

諸仏も亦然なり。是くの如きの人は諸仏の歎ずる所なり。是則ち勇猛なり、是則ち精進
しか ゆうみょう しょうじん

なり、是を戒を持ち頭陀を行ずる者と名づく」 涅槃経に云はく「乗
ず だ じょう

末代に於て四十余年の持戒無く唯
法華経を持つを持戒と為す。是三

に緩なる者に於ては乃ち名づけて緩と為す。戒に緩なる者に於ては名づけて緩と為さ
かん すなわ かい

ず。菩薩摩訶薩此の大乗に於て心懈慢せずんば是を奉戒と名づく。正法を護るが為に大
ぼ さつ ま か さつ け まん ぶ かい

乗の水を以て自ら澡浴す。是の故に菩薩破戒を現ずと雖も名づけて緩と為さず」
そうよく

法華経第四に云はく「妙法華経乃至皆是真実なり」 法華経第八普賢
ふ げん

是の文法華経の戒を流
通する文なり。是四

此の文は多宝の
証明なり。是五

菩薩の誓ひに云はく「如来の滅後に於て閻浮提の内に広く流布せしめて断絶せざらしめ
えん ぶ だい る ふ

ん」 法華経第七に云はく「我が滅度の後、後五百歳の中に閻浮提に於て断絶せしむ
是
六

ること無けん」 法華経第四に多宝並びに十方諸仏来集の意趣を説いて云はく
らいじゅう い しゅ

釈迦如来の誓
ひなり。是七

「法をして久しく住せしめんが故に此に来至し給へり」 法華経第七に法華経を行ず
らい し

是
八

る者の住処を説いて云はく「如来の滅後に於て当に一心に受持・読・誦・解説・書写し
まさ じゅ じ どく じゅ げ せつ しょしゃ

説の如く修行すべし。所在の国土に乃至若しは経巻所在の処ならば、若し園中に於て
おんちゅう

も、若しは林中に於ても、若しは樹下に於ても、若しは僧坊に於ても、若しは白衣の舎
じゅ げ びゃく え いえ

にても、若しは殿堂に在っても、若しは山谷曠野にても、是の中に皆塔を起てゝ供養す
せんごくこう や

べし。所以は何ん。当に知るべし、是の処は即ち是道場なり。諸仏此に於て阿耨多羅三
ゆ え ん あ のく た ら さん

藐三菩提を得」 法華経の流通たる涅槃経の第九に云はく「我が涅槃の後正法未だ滅
みゃくさん ぼ だい

是
九

せず、余の八十年の爾の時、是の経閻浮提に於て当に広く流布すべし。是の時当に諸の
そ

悪比丘有って是の経を抄 掠し、分かって多分と作し、能く正法の色香味美を滅すべし。
しょうりゃく よ しきこう み み

是の諸の悪人復是くの如き経典を読誦すと雖も、如来深密の要義を滅除して、世間荘厳
じんみつ しょうごん
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の文飾無義の語を安置し、前を抄して後に著け、後を抄して前に著け、前後を中に著け、
もんじき む ぎ つ

中を前後に著けん。当に知るべし、是くの如き諸の悪比丘は是魔の伴侶なり。乃至譬へ
はんりょ

ば牧牛女の多く水を加ふる乳の如し。諸の悪比丘も亦復是くの如し。雑ふるに世語を以
もく ご にょ またまた まじ せ ご

てし錯りて是の経を定む。多くの衆生をして正説・正写・正取・尊重・讃歎・供養・
あやま さんだん

恭敬することを得ざらしむ。是の悪比丘は利養の為の故に是の経を広宣流布すること能
く ぎょう あた

はず。分流すべき所少くして言ふに足らざること彼の牧牛貧窮の女人展転して乳を売り
ぶん る もく ご びん ぐ てんでん

乃至糜と成すに乳味無きが如し。是大乗経典大涅槃経も亦復是くの如し。展転し薄淡に
かゆ はくたん

して気味有ること無し。気味無しと雖も猶余経に勝ること是一千倍なること彼の乳味の
け み

諸の苦味に於て千倍勝るゝと為すが如し。何を以ての故に。是の大乗経典大涅槃経は声
く み

聞の経に於て最も為れ上首たり」
こ

是
十

問うて云はく、不了義経を捨てゝ了義経に就くとは、大円覚修多羅了義経・大仏頂
ふ りょう ぎ つ だいえんがくしゅ た ら だいぶっちょう

如来密因修証了義経、是くの如き諸大乗経は皆了義経なり。依用と為すべきや。答へ
にょらいみついんしゅしょう え ゆう

て曰く、了義・不了義は所対に随って不同なり。二乗・菩薩等の所説の不了義経に対す

れば一代の仏説は皆了義なり。仏説に就いて亦小乗経は不了義、大乗経は了義なり。大

乗に就いて又四十余年の諸経は不了義経、法華・涅槃・大日経等は了義経なり。而るに

円覚・大仏頂等の諸経は小乗及び歴劫修行の不了義経に対すれば了義経なり。法華経
りゃっこうしゅぎょう

の如き了義には非ざるなり。

問ふて曰く、華厳・法相・三論等、天台・真言より以外の諸宗の高祖、 各 其の依憑
け ごん ほっそう さんろん おのおの え ひょう

の経々に依って其の経々の深義を極めたりと欲へり。是爾るべきや如何。答へて云はく、
じん ぎ おも しか

華厳宗の如きは、華厳経に依って諸経を判じて華厳経の方便と為すなり。法相宗の如き

は、阿含・般若等を卑しめ、華厳・法華・涅槃を以て深密経に同じ、同じく中道教と
あ ごん はんにゃ いや じんみつ ちゅうどうきょう

立つると雖も、亦法華・涅槃は一類の一乗を説くが故に不了義経なり、深密経には五
ご

性各別を存するが故に了義経と立つるなり。三論宗の如きは、二蔵を立てゝ一代を摂
しょうかくべつ

し、大乗に於て浅深を論ぜず。而も般若経を以て依憑と為す。此等の諸宗の高祖多分は

四依の菩薩なるか、定めて所存有らん、是非に及ばず。然りと雖も自身の疑ひを晴らさ

んが為に且く人師の異解を閣いて諸宗の依憑の経々を開き見るに、華厳経は旧訳は五
しばら い げ さしお く やく

十・六十、新訳は八十・四十なり。其の中に法華・涅槃の如く一代聖教を集めて方便と

為すの文無し。四乗を説くと雖も、其の中の仏乗に於て十界互具久遠実成を説かず。
じっかい ご ぐ く おんじつじょう

但し人師に至りて五教を立てゝ先の四教に諸経を収めて華厳経の方便と為す。法相宗の

如きは、三時教を立つる時法華等を以て深密経に同ずと雖も、深密経五巻を開き見る
さん じ きょう

に全く法華等を以て中道の内に入れず。三論宗の如きは、二蔵を立つる時、菩薩蔵に於

て華厳・法華等を収め般若経に同ずと雖も、新訳の大般若経を開き見るに全く大般若を

以て法華・涅槃に同ずるの文無し。華厳は頓教、法華は漸教等とは人師の意楽にして
とん ぜん い ぎょう

仏説に非ざるなり。法華経の如きは、序分の無量義経に慥かに四十余年の年限を挙げ、
たし
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華厳・方等・般若等の大部の諸経の題名を呼んで未顕真実と定め、正宗の法華経に至り

て一代の勝劣を定むる時「我が所説の経典、無量千万億にして、已に説き今説き当に説

かん」の金言を吐いて「而も其の中に於いて此の法華経は最も為れ難信難解なり」と説
こ

きたまふ時、多宝如来、地より涌出して妙法華経皆是真実と証 誠し、分身の諸仏十方
しょうじょう

より 尽 く一処に集りて舌を梵天に付けたまふ。今此の義を以て余推察を加ふるに、唐土
ことごと われ とう ど

日本に渡れる所の五千七千余巻の諸経以外の、天竺・竜宮・四王天・過去の七仏等の
てんじく りゅうぐう し おうてん

諸経並びに阿難の未結集の経、十方世界の塵に同ずる諸経の勝劣・浅深・難易掌 中
あ なん み けつじゅう ちり しょうちゅう

に在り。「無量千万億」の中に豈釈迦如来の所説の諸経漏るべきや。已説・今説・当説
あに も

の年限に入らざる諸経之有るべきや。願はくは末代の諸人且く諸宗の高祖の弱文無義
じゃくもん む ぎ

を閣いて、釈迦・多宝・十方諸仏の強文有義を信ずべし。何に況んや諸宗の末学の偏執
さしお ごうもん う ぎ へんしゅう

を先と為し、末代の愚者の人師を本と為して経論を抛つ者に依憑すべきや。故に法華
なげう

の流通たる双林最後の涅槃経に仏迦葉童子菩薩に遺言して言はく「法に依って人に依
る つう そうりん か しょうどう じ ぼ さつ

らざれ、義に依って語に依らざれ、智に依って識に依らざれ、了義経に依って不了義経

に依らざれ」云云。

予世間を見聞するに、自宗の人師を以て三昧発得智慧第一と称すれども無徳の凡夫に
けんもん さんまいほっとく ち え だいいち

して、実経に依って法門を信ぜしめず、不了義の観経等を以て時機相応の教と称し、
かんぎょう

了義の法華・涅槃を閣いて、譏りて理深解微の失を付く。如来の遺言に背いて、人に
さしお そし り じん げ み とが

依って法に依らざれ、語に依って義に依らざれ、識に依って智に依らざれ、不了義経に

依って了義経に依らざれと談ずるに非ずや。請ひ願はくは心有らん人は思惟を加へよ。
こ し ゆい

如来の入滅は既に二千二百余の星霜を送れり。文殊・迦葉・阿難、経を結集せし已後、
せいそう もんじゅ か しょう あ なん けつじゅう

四依の菩薩重ねて世に出でて論を造り経の意を申ぶ。末の論師に至りて漸く誤り出来
の ようや

す。亦訳者に於ても梵・漢未達の者有り。権教宿 習の人は、実の経論の義を曲げて権
しゅくじゅう

の経論の義を存せり。之に就いて亦唐土の人師、過去の権教の宿習の故に権の経論心に

叶ふ間、実の経論を用ひず。或は小し自義に違ふ文有れば理を曲げて会通を構へ、以て
すこ たが え つう かま

自身の義に叶はしむ。設ひ後に道理と念ふと雖も、或は名利に依り、或は檀那の帰依に
たと おも

依って、権宗を捨てゝ実宗に入らず。世間の道俗亦無智の故に理非を弁へず。但人に
わきま

依って法に依らず。設ひ悪法たりと雖も多人の邪義に随って一人の実説に依らず。而る

に衆生の機多くは流転に随ひ、設ひ出離を求むるにも亦多分は権経に依る。但恨むら
る てん しゅつ り ただうら

くは悪業の身、善に付け悪に付け生死を離れ難きのみ。然りと雖も今の世の一切の凡夫

設ひ今生を損ずと雖も、上に出だす所の涅槃経第九の文に依って且く法華・涅槃を信ぜ

よ。其の故は世間の浅事すら多く展転する時は虚は多く実は少なし。況んや仏法の深義
てんでん こ

に於てをや。如来の滅後二千余年の間、仏経に邪義を副へ来たり、万に一も正義無きか。
そ

一代の聖 教多分は誤り有るか。所以に心地観経の法爾無漏の種子、正法華経の属累
しょうぎょう ゆ え しん じ かんぎょう ほう に む ろ ぞくるい

の経末、婆沙論の一十六字、摂論の識を八・九に分かつ、法華論と妙法華経との相違、
ば しゃろん しょうろん

涅槃論の法華煩悩に汚さるゝの文、法相宗の定 性無性の不成仏、摂論宗の法華経の
ぼんのう けが ほっそうしゅう じょうしょう む しょう
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一称南無の別時意趣、此等は皆訳者人師の誤りなり。此の外に亦四十余年の経々に於
いっしょう な む べつ じ い しゅ

て多くの誤り有るか。設ひ法華・涅槃に於て誤り有るも誤り無きも、四十余年の諸経を

捨てゝ法華・涅槃に随ふべし。其の証上に出だし了んぬ。況んや誤り有る諸経に於て信
かみ おわ

心を致す者生死を離るべきや。

大文の第二に、正像末に就いて仏法の興廃有ることを明かさば、之に就いて二有り。

一には爾前四十余年の内の諸経と浄土の三部経との末法に於ける久住・不久住を明か
に ぜん く じゅう ふ く じゅう

し、二には法華・涅槃と浄土の三部経並びに諸経との久住・不久住を明かす。

第一に、爾前四十余年の内の諸経と浄土の三部経との末法に於ける久住・不久住を明

かさば、問うて云はく、如来の教法は大小・浅深・勝劣を論ぜず、但時機に依って之を

行ぜば定めて利益有るべきなり。然るに賢劫・大術・大集等の諸経を見るに仏滅後二千
けんごう

余年已後は仏法皆滅して但教のみ有りて行証有るべからず。随って伝教大師の末法灯
まっぽうとう

明記を開くに「我が延暦二十年辛巳一千七百五十歳」 。延暦二十年より已後亦四
みょう き えんりゃく かのと み

一説
なり

百五十余歳なり。既に末法に入れり。設ひ教法有りと雖も行証無けん。然るに於ては仏
たと

法を行ずる者万が一も得道有り難きか。然るに双観経の「当来の世経道滅尽せんに我
そうかんぎょう きょうどうめつじん

慈悲哀愍を以て特り此の経を留めて止住せんこと百歳ならん。其れ衆生の斯の経に値ふ
じ ひ あいみん ひと

こと有らん者は意の所願に随って皆得度すべし」等の文を見るに、釈迦如来一代の聖教
とく ど

皆滅尽の後、唯特り双観経の念仏のみを留めて衆生を利益すべしと見え了んぬ。此の意
ひと おわ

趣に依って粗浄土家の諸師の釈を勘ふるに其の意無きに非ず。道綽禅師は「当今末法
ほぼ かんが どうしゃく

は是五濁悪世なり、唯浄土の一門のみ有りて通入の路なるべし」と書し、善導和尚は
ご じょくあく せ ただ みち ぜんどう

「万年に三宝滅し此の経のみ住すること百年なり」と宣べ、慈恩大師は「末法万年に余
じ おん

経悉く滅し、弥陀の一教利物偏に増す」と定め、日本国の叡山の先徳慧心僧都は一代
り もつひとえ えいざん え しんそう ず

聖教の要文を集め末代の指南を教ふる往生 要集 の序に云はく「夫往生極楽の教行は
おうじょうようしゅう それ

濁世末代の目足なり。道俗貴賤誰か帰せざる者あらん。但し顕密の教法は其の文一に
じょく せ もくそく どうぞく き せん けんみつ

非ず。事理の業因其の行惟多し。利智精進の人は未だ難しと為ず。予が如き頑魯の者
これ り ち しょうじん せ がん ろ

豈敢へてせんや」と。乃至次下に云はく「就中念仏の教は多く末代経道滅尽して後の
あに あ つぎしも なかんづく

濁悪の衆生を利する計りなり」と。総じて諸宗の学者も此の旨を存ずべし。殊に天台一
こと

宗の学者誰か此の義に背くべけんや如何。答へて云はく、爾前四十余年の経々は 各 時
おのおの

機に随って而も興廃有るが故に、多分は浄土の三部経より已前に滅尽有るべきか。諸経
めつじん

に於ては多く三乗現身の得道を説く。故に末代に於ては現身得道の者之少なり。十方
さんじょうげんしん これまれ

の往生浄土は多くは末代の機に蒙らしむ。之に就いて、西方極楽は娑婆隣近なるが故
こうむ さいほうごくらく しゃ ば りんごん

に、最下の浄土なるが故に、日輪東に出で西に没するが故に諸経に多く之を勧む。随っ

て浄土の祖師のみ独り此の義を勧むるに非ず。天台・妙楽等も亦爾前の経に依るの日は
ひと

且く此の筋有り。亦独り人師のみに非ず、竜樹・天親も此の意有り。是一義なり。亦
しばら りゅうじゅ てんじん

仁王経等の如きは浄土の三部経より尚久しく末法万年の後八千年住すべしとなり。故に
にんのう なお
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爾前の諸経に於ては一定すべからず。
いちじょう

第二に、法華・涅槃と浄土の三部経との久住・不久住を明かさば、問うて云はく、法

華・涅槃と浄土の三部経と何れか先に滅すべきや。答へて云はく、法華・涅槃より已前
いず

に浄土の三部経は滅すべきなり。問うて云はく、何を以て之を知るや。答へて云はく、

無量義経に四十余年の大部の諸経を挙げ了って未顕真実と云ふ。故に双観経等の「特
おわ そうかんぎょう ひと

り此の経を留む」の言、皆方便なり、虚妄なり。華厳・方等・般若・観経等の速疾・歴劫
こ もう そくしつ りゃっこう

の往生・成仏は、無量義経の実義を以て之を検ふるに「無量無辺不可思議阿僧祇劫を
かんが あ そう ぎ こう

過ぐれども終に無上菩提を成ずることを得ず。乃至険しき径を行くに留難多きが故に」
つい む じょう ぼ だい けわ みち る なん

といふ経なり。往生・成仏倶に別時意趣なり。大集・双観経等の住滅の先後は皆随宜
とも べつ じ い しゅ じゅうめつ ずい ぎ

の一説なり。法華経に来たらざる已前は彼の外道の説に同じ。譬へば江河の大海に趣か

ず、民臣の大王に随はざるが如し。身を苦しめ行を作すとも法華・涅槃に至らずんば一
みんしん な

分の利益無く、有因無果の外道なり。在世滅後倶に教有りて人無く、行有りて証無きな
り やく う いん む か とも

り。諸木は枯るゝと雖も松柏は萎まず。衆草は散ると雖も鞠竹は変ぜず。法華経も亦
しょうはく しぼ きくちく

復是くの如し。釈尊の三説・多宝の証 明・諸仏の舌相偏に令法久住に在るが故なり。
しょうみょう ぜっそう りょうぼう く じゅう

問うて云はく、諸経滅尽の後特り法華経留まるべき証文如何。答へて云はく、法華経
ひと

の法師品に釈尊自ら流通せしめて云はく、「我が所説の経典無量千万億にして已に説き
すで

今説き当に説かん。而も其の中に於て此の法華経最も為れ難信難解なり」云云。文の意
まさ こ なんしんなん げ

は一代五十年の已今当の三説に於て最第一の経なり。八万聖教の中に殊に未来に留めん
い こんとう こと

と欲して説きたまひしなり。故に次の品に多宝如来は地より涌出し、分身の諸仏は十方

より一処に来集し、釈迦如来は諸仏を御使ひとして、八方四百万億那由他の世界に充
らいじゅう な ゆ た

満せる菩薩・二乗・人・天・八部等を責めて云はく、多宝如来並びに十方の諸仏、涌出

来集の意趣は偏に令法久住の為なり、 各 三説の諸経滅尽の後慥かに未来五濁難信の
い しゅ ひとえ おのおの たし

世界に於て此の経を弘めんと誓言を立てよと。時に二万の菩薩、八十万億那由佗の菩薩、
せいごん

各誓状を立てゝ云はく「我身命を愛せず但無上道を惜しむ」と。千世界の微塵の菩薩文殊
み じん もんじゅ

等皆誓って云はく「我等仏の滅後に於て乃至当に広く此の経を説くべし」云云。其の後
まさ

仏十喩を挙げたまふ。其の第一の喩へは川流江河を以て四十余年の諸経に譬へ、法華
じゅう ゆ たと せん る こう が

経を以て大海に譬ふ。末代濁悪の無慚無愧の大旱魃の時、四味の川流江河は竭くると雖
む ざん む き かんばつ つ

も法華経の大海は減少せず等と説き了って、次下に正しく説いて云はく「我が滅度の後、
おわ つぎしも まさ

後五百歳の中に広宣流布し閻浮提に於て断絶せしむること無けん」と定め了んぬ。
えん ぶ だい

倩 文の次第を按ずるに、「我が滅度の後」の次の後の字は、四十余年の諸経滅尽の
つらつら あん

後の後の字なり。故に法華経の流通たる涅槃経に云はく「応に無上の仏法を以て諸の菩
ね はん まさ

薩に付すべし。諸の菩薩は善能問答するを以てなり。是くの如き法宝は即ち久住するこ
よ く

とを得。無量千世にも増益熾盛にして衆生を利安すべし」 。此くの如き等の文は法華
ぞうやく し じょう り あん

已
上

・涅槃は無量百歳にも絶ゆべからざる経なり。此の義を知らざる世間の学者、大集権門
ごんもん
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の五五百歳の文を以て此の経に同じ、浄土の三部経より已前に滅尽すべしと存する立義
りゅう ぎ

は一経先後の起尽を忘れたるなり。
き じん

問うて云はく、上に挙ぐる所の曇鸞・道綽・善導・慧心等の諸師、皆法華・真言等
どんらん どうしゃく ぜんどう え しん

の諸経に於て末代不相応の釈を作る。之に依って源空並びに所化の弟子、法華・真言等
げんくう

を以て雑行と立て難行道と疎み、行者をば群賊・悪衆・悪見の人等と罵り、或は祖
ぞうぎょう なんぎょうどう うと ぐんぞく ののし

父の履に類し 、或は絃歌等にも劣ると云ふ 、其の意趣を尋ぬれば偏に時機不相応
くつ げん か たず

聖光房
の語

南無房
の語

の義を存するが故なり。此等の人師の釈を如何に之を会すべきや。答へて云はく、釈迦
え

如来一代五十年の説教、一仏の金言に於て権実二教を分け、権経を捨てゝ実経に入らし

むる仏語顕然たり。此に於て「若し但仏乗を讃めば衆生苦に没在せん」の道理を恐れ、
けんねん も ただ もつざい

且く四十二年の権経を説くと雖も、「若し小乗を以て化すること乃至一人に於てもせば、

我則ち慳貪に堕せん」の失を脱れんが為に「大乗に入るを本と為す」の義を存し、本
すなわ けんどん とが

意を遂げて法華経を説きたまふ。

然るに涅槃経に至りて「我滅度せば必ず四依を出だして権実二教を弘通せしめん」と
し え

約束し了んぬ。故に竜樹菩薩は如来の滅後八百年に出世して十 住毘婆沙等の権論を
おわ りゅうじゅ じゅうじゅう び ば しゃ ごんろん

造りて華厳・方等・般若等の意を宣べ、大論を造りて般若・法華の差別を分かち、天親
だいろん てんじん

菩薩は如来の滅後九百年に出世して倶舎論を造りて小乗の意を宣べ、唯識論を造りて方
く しゃ ゆいしき

等部の意を宣べ、最後に仏性論を造りて法華・涅槃の意を宣べ、了教・不了教を分かち

て敢へて仏の遺言に違はず。末の論師並びに訳者の時に至りては一向権経に執するが故
あ たが

に、実経を会して権経に入れ権実雑乱の失出来せり。亦人師の時に至りては各依憑の経
え ごんじつぞうらん とが

を以て本と為すが故に余経を以て権経と為す。是より 弥 仏意に背く。
いよいよ

而るに浄土の三師に於ては鸞・綽の二師は十住毘婆沙論に依って難易聖 浄の二道
らん しゃく なん い しょうじょう

を立つ。若し本論に違して法華・真言等を以て難易の内に入れば信用に及ばず。随って

浄土論註並びに安楽集を見るに多分は本論の意に違せず。善導和尚は亦浄土の三部
じょう ど ろんちゅう あんらくしゅう ぜんどう

経に依って弥陀称 名等の一行一願の往生を立つる時、梁・陳・隋・唐の四代の摂
み だ しょうみょう いちぎょういちがん りょう ちん ずい とう しょう

論師、総じて一代聖教を以て別時意趣と定む。善導和尚の存念に違せるが故に摂論師を
ろん し べつ じ い しゅ

破する時、彼の人を群賊等に譬ふ。順次往生の功徳を賊するが故なり。其の所行を雑行
じゅん じ おうじょう ぞうぎょう

と称することは、必ず万行を以て往生の素懐を遂ぐる故をば此の人初むる故に千中無一
そ かい

と嫌へり。是の故に善導和尚も雑行の言の中に敢へて法華・真言等を入れず。

日本国の源信僧都は亦叡山第十八代の座主慈慧大師の御弟子なり。多くの書を造れど
げんしんそう ず えいざん ざ す じ え

も皆法華を弘めんが為なり。而るに往生要集を造る意は爾前四十余年の諸経に於て往
しか おうじょうようしゅう

生・成仏の二義有り。成仏の難行に対して往生易行の義を存し、往生の業の中に於て
なんぎょう い ぎょう

菩提心観念の念仏を以て最上と為す。故に大文第十の問答料簡の中、第七の諸行 勝
ぼ だいしんかんねん もんどうりょうけん しょぎょうしょう

劣門に於ては念仏を以て最勝と為す。次下に爾前最勝の念仏を以て法華経の一念信解の
れつもん いちねんしん げ

功徳に対して勝劣を判ずる時、一念信解の功徳は念仏三昧より勝るゝこと百千万倍なり
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と定めたまへり。当に知るべし、往生要集の意は爾前最上の念仏を以て法華最下の功徳

に対して、人をして法華経に入らしめんが為に造る所の書なり。故に往生要集の後に一
いち

乗要決を造りて自身の内証を述ぶる時、法華経を以て本意と為す。而るに源空並びに
じょうようけつ げんくう

所化の衆此の義を知らざるが故に、法華・真言を以て三師並びに源信の所破の難聖雑
しょ け なんしょうぞう

並びに往生要集の序の顕密の中に入れて、三師並びに源信を法華・真言の謗法の人と作
けんみつ ほうぼう な

す。其の上日本国の一切の道俗を化し法華・真言に於て時機不相応の旨を習はしめ、在
け

家出家の諸人に於て法華・真言の結縁を留む。豈仏の記し給ふ所の「悪世中比丘邪智
けちえん とど あに あく せ ちゅう び く じゃ ち

心諂曲」の人に非ずや。亦、「則断一切世間仏種」の失を免るべきや。其の上山門・寺門
しんてんごく そくだんいっさい せ けんぶっしゅ とが まぬか さんもん じ もん

・東寺・天台並びに日本国中法華・真言等を習ふ諸人を群賊・悪衆・悪見の人等に譬ふ
とう じ

る源空が重罪、何れの劫にか其の苦果を経尽すべきや。法華経の法師品に持経者を罵
く か きょうじん ののし

る罪を説いて云はく「若し悪人有りて不善心を以て一劫の中に於て現に仏前に於て常に

仏を毀罵せん、其の罪尚軽し。若し人一つの悪言を以て在家出家の法華経を読誦する者
き め

を毀訾せん其の罪甚だ重し」 。一人の持者を罵る罪すら尚是くの如し。況んや書を造
き し

已上
経文

り日本国の諸人に罵らしむる罪をや。何に況んや此の経を千中無一と定め法華経を行ず

る人に疑ひを生ぜしむる罪をや。何に況んや此の経を捨てゝ観経等の権経に遷らしむる
うつ

謗法の罪をや。願はくは一切の源空が所化の四衆、頓に選択 集の邪法を捨てゝ忽ち
とみ せんちゃくしゅう たちま

に法華経に遷り今度阿鼻の炎を脱れよ。
あ び

問うて云はく、正しく源空が法華経を誹謗する証文如何。答へて云はく、法華経の第
まさ ひ ぼう

二に云はく「若し人信ぜずして斯の経を毀謗せば則ち一切世間の仏種を断ぜん」 。不
こ き ぼう すなわ

経
文

信の相貌は人をして法華経を捨てしむればなり。故に天親菩薩の仏性論の第一に此の
そうみょう

文を釈して云はく「若し大乗に憎背するは此は是一闡提の因なり。衆生をして此の法を
ぞうはい いっせんだい

捨てしむるを為の故に」 。謗法の相貌は此の法を捨てしむるが故なり。選択集は人を
もって

論
文

して法華経を捨てしむる書に非ずや。「閣抛」の二字は仏性論の「憎背」の二字に非ず
かくほう

や。亦法華経誹謗の相貌は四十余年の諸経の如く小善成仏を以て別時意趣と定むる
そうみょう しょうぜんじょうぶつ

等なり。故に天台の釈に云はく「若し小善成仏を信ぜずんば則ち世間の仏種を断ずるな

り」と。妙楽重ねて此の義を宣べて云はく「此の経は遍く六道の仏種を開す。若し此
みょうらく あまね

の経を謗ぜば義、断に当たるなり」と。釈迦・多宝・十方の諸仏・天親・天台・妙楽の
だん

意の如くんば源空は謗法の者なり。所詮選択集の意は人をして法華・真言を捨てしめん
げんくう しょせん

と定め書き了んぬ。謗法の義疑ひ無き者なり。
おわ

大文の第三に選択集謗法の縁起を出ださば、問うて云はく、何れの証拠を以て源空を

謗法の者と称するや。答へて云はく、選択集の現文を見るに一代の聖教を以て二に分か
げんもん

つ。一には聖道・難行・雑行、二には浄土・易行・正 行なり。其の中に聖・難
しょうどう なんぎょう ぞうぎょう じょう ど い ぎょう しょうぎょう

・雑といふは、華厳・阿含・方等・般若・法華・涅槃・大日経等なり 。浄・易・正と
け ごん あ ごん ほうどう はんにゃ ほっ け ね はん だいにち

取
意

云ふは、浄土三部経の称 名念仏等なり 。聖・難・雑の失を判ずるには、末代の凡夫
しょうみょう しつ

取
意



- 12 -

之を行ぜば百の時に希に一・二を得、千の時に希に三・五を得ん、或は千が中に一も無
まれ まれ

し、或は群賊・悪衆・邪見・悪見・邪雑の人等と定むるなり。浄・易・正の得を判ずる
じゃぞう とく

には、末代の凡夫之を行ぜば十は即ち十生じ、百は即ち百 生ぜん等なり。謗法の邪義
ひゃくしょう

是なり。

問うて云はく、一代聖教を聖道浄土・難行易行・正行雑行と分かつ。其の中に難・聖

・雑を以て時機不相応と称すること但源空一人の新義に非ず、曇鸞・道綽・善導の三
どんらん どうしゃく ぜんどう

師の義なり。此亦此等人師の私の按に非ず、其の 源 は竜樹菩薩の十 住毘婆沙論よ
これまたこれ ら あん みなもと りゅうじゅ じゅうじゅう び ば しゃろん

り出でたり。若し源空を謗法の者と称せば竜樹菩薩並びに三師を謗法の者と称するに非

ずや。答へて云はく、竜樹菩薩並びに三師の意は法華已前の四十余年の経々に於て難易

等の義を存す。而るを源空より已来、竜樹並びに三師の難行等の語を借りて法華・真言

等を以て難・雑等の内に入れぬ。所化の弟子、師の失を知らず、此の邪義を以て正義な
とが

りと存じ此の国に流布せしむるが故に、国中の万民悉く法華・真言等に於て時機不相応

の想ひを作す。其の上世間を貪る天台・真言の学者、世情に随はんが為に法華・真言
な むさぼ

等に於て時機不相応の悪言を吐いて選択 集の邪義を扶け、一旦の欲心に依って釈迦・
せんちゃくしゅう たす いったん

多宝並びに十方の諸仏の御評 定の令法久住於閻浮提広宣流布の誠言を壊り、一切
ご ひょうじょう りょうぼう く じゅう お えん ぶ だい じょうごん やぶ

衆生に於て一切三世十方の諸仏の舌を切る罪を得せしむ。偏に是「悪世の中の比丘は
ひとえ

邪智にして心諂曲に未だ得ざるを為れ得たりと謂ひ、乃至悪鬼其の身に入り仏の方便随
てんごく こ おも ずい

宜所説の法を知らざる」が故なり。
ぎ

問うて云はく、竜樹菩薩並びに三師、法華・真言等を以て難・聖・雑の内に入れざる

を源空私かに之を入るとは何を以て之を知るや。答へて云はく、遠く余処に証拠を尋ぬ
ひそ

べきに非ず。即ち選択集に之見えたり。問うて云はく、其の証文如何。答へて云はく、

選択集の第一篇に云はく「道綽禅師、聖道・浄土の二門を立て、而も聖道を捨てゝ正
どうしゃく まさ

しく浄土に帰するの文」と約束し了って、次下に安楽集を引き私の料簡の段に云はく
おわ りょうけん

「初めに聖道門とは之に就いて二有り。一には大乗、二には小乗なり。大乗の中に就い

て顕密・権実等の不同有りと雖も、今此の集の意は唯顕大及び権大を存す。故に歴劫
けんみつ けんだい ごんだい りゃっこう

迂回の行に当たる。之に準じて之を思ふに、まさに密大及び実大をも存すべし」 選
う え みつだい じつだい

已
上

択集の文なり。此の文の意は、道綽禅師の安楽集の意は法華已前の大小乗経に於て、聖

道・浄土の二門を分かつと雖も、我私かに法華・真言等の実大・密大を以て四十余年の
ひそ

権大乗に同じて聖道門と称す。準之思之の四字是なり。此の意に依るが故に亦曇鸞の
じゅん し し し どんらん

難・易の二道を引く時、私かに法華・真言を以て難行道の中に入れ、善道和尚の正・雑

二行を分かつ時も亦私かに法華・真言を以て雑行の内に入る。総じて選択集の十六段に

亘りて無量の謗法を作す根源は、偏に此の四字より起こる。誤れるかな、畏しきかな。
な ひとえ おそろ

爰に源空の門弟、師の邪義を救ふて云はく、諸宗の常の習ひ、設ひ経論の証文無しと
ここ

雖も義類の同じきを聚めて一処に置く。而も選択集の意は法華・真言等を集めて雑行の
あつ
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内に入れ正行に対して之を捨つ。偏に経の法体を嫌ふに非ず。但風勢無き末代の衆生を
ほったい ふ ぜい

常没の凡夫と定め、此の機に易行の法を撰ぶ時、称 名念仏を以て其の機に当て、易
じょうもつ えら しょうみょう

行の法を以て諸経に勝ると立つ。権実・浅深等の勝劣を詮ずるに非ず。雑行といふも嫌

って雑といふに非ず。雑と云ふは不純を雑と云ふ。其の上諸の経論並びに諸師も此の意
ぞう

無きに非ず。故に叡山の先徳の往生要集の意偏に是の義なり。所以に往生要集の序に
ひとえ ゆ え

云はく「顕密の教法は其の文一に非ず。事理の業因其の行惟多し。利智精進の人は未
これ り ち しょうじん

だ難しと為ず、予が如き頑魯の者豈敢へてせんや。是の故に念仏の一門に依る」云云。
がた せ がん ろ あに あ

此の序の意は慧心先徳も法華・真言等を破するに非ず。但偏に我等頑魯の者の機に当た
え しん がん ろ

りて法華・真言は聞き難く行じ難きが故に、我が身鈍根なるが故なり。敢へて法体を嫌
どんこん

ふには非ず。其の上序より已外正宗に至るまで十門有り。大門第八の門に述べて云はく

「今念仏を勧むること是余の種々の妙行を遮するに非ず。只是男女貴賤、行 住坐臥を簡
しゃ なんにょ き せん ぎょうじゅう ざ が えら

ばず、時処諸縁を論ぜず、之を修するに難からず、乃至臨終には往生を願求するに其の
じ しょしょえん がん ぐ

便宜を得ること念仏には如かず」 。此等の文を見るに源空の選択集と源信の往生要集
びん ぎ し

已
上

と一巻三巻の不同有りと雖も、一代聖教の中には易行を撰んで末代の愚人を救はんと欲

する意趣は但同じ事なり。源空上人真言・法華を難行と立てゝ悪道に堕せば、慧心先徳

も亦此の失を免るべからず如何。答へて云はく、汝師の謗法の失を救はんが為に事を
とが まぬか いか ん

源信の往生要集に寄せて謗法の上に 弥 重罪を招く者なり。其の故は釈迦如来五十年の
いよいよ

説教に総じて先四十二年の意を無量義経に定めて云はく「険径を行くに留難多きが故
さき けんぎょう る なん

に」と。無量義経の已後を定めて云はく「大直道を行くに留難無きが故に」と。仏自ら
じきどう

難易勝劣の二道を分かちたまへり。仏より外等覚已下末代の凡師に至るまで自義を以て
ほか い げ

難易の二道を分け、是の義に背く者は外道・魔王の説に同じからんか。随って四依の大

士竜樹菩薩、十 住毘婆沙論には法華已前に於て難易の二道を分かち、敢へて四十余
りゅうじゅ じゅうじゅう び ば しゃろん あ

年已後の経に於て難行の義を存せず。其の上若し修し易きを以て易行と定めば、法華経
も

の五十展転の行は称名念仏より行じ易きこと百千万億倍なり。若し亦勝を以て易行と定
てんでん

めば、分別功徳品に爾前四十余年の八十万億劫の間、檀・戒・忍・進・念仏三昧等先の
ふんべつ く どくほん だん かい にん しん

五波羅蜜の功徳を以て、法華経の一念信解の功徳に比するに、一念信解の功徳は、念仏
は ら みつ しん げ

三昧等の先の五波羅蜜に勝るゝこと百千万億倍なり。難易勝劣と謂ひ行浅功深と謂ひ、
まんのく い ぎょうせん く じん い

観経等の念仏三昧を法華経に比するに、難行の中の極難行、勝劣の中の極劣なり。
かんぎょう

其の上悪人・愚人を扶くること亦教の浅深に依る。阿含十二年の戒門には現身に四重
たす かいもん

五逆の者に得道を許さず。華厳・方等・般若・双観経等の諸経は阿含経より教深き故に

観門の時重罪の者を摂すと雖も、猶戒門の日は七逆の者に現身の受戒を許さず。然りと
かんもん なお

雖も決定 性の二乗、無性の闡提に於ては戒観共に之を許さず。法華・涅槃等には、
けつじょうしょう む しょう せんだい

唯五逆・七逆・謗法の者を摂するのみに非ず亦定性・無性をも摂す。就中末法に於て
なかんづく

は常没の闡提之多し。豈観経等の四十余年の諸経に於て之を扶くべけんや。無性の常
じょうもつ せんだい あに たす
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没・決定性の二乗は但法華・涅槃等に限れり。四十余年の経に依る人師は彼の経の機を

取る。此の人は未だ教相を知らざる故なり。
きょうそう

但し往生要集は一往序文を見る時は法華・真言等を以て顕密の内に入れて殆ど末代
ほとん

の機に叶はずと書すと雖も、文に入りて委細に一部三巻の始末を見るに、第十の問答

料簡の下に正しく諸行の勝劣を定むる時、観仏三昧・般舟三昧・十住毘婆沙論・宝積
りょうけん かんぶつ はんじゅ ほうしゃく

・大集等の爾前の経論を引いて、一切の万行に対して念仏三昧を以て王三昧と立て了ん
おわ

ぬ。最後に一つの問答有り。爾前の禅定念仏三昧を以て法華経の一念信解に対するに
ぜんじょう

百千万億倍劣ると定む。復問ひを通ずる時、念仏三昧を万行に勝るゝと云ふは爾前の当
また

分なりと云云。当に知るべし、慧心の意は往生要集を造りて末代の愚機を調へて法華経
え しん ぐ き ととの

に入れんが為なり。例せば仏の四十余年の経を以て権機を調へ法華経に入れたまふが如

し。故に最後に一乗要決を造る。其の序に云はく「諸乗の権実は古来の諍ひなり。倶
あらそ とも

に経論に拠って互ひに是非を執す。余寛弘丙午の歳冬十月病中に歎いて曰く、仏法に遇
よ しゅう かんこうひのえうま あ

ふと雖も仏意を了せず。若し終に手を空しうせば後悔何ぞ追ばん。爰に経論の文義、賢哲
つい むな およ ここ けんてつ

の章疏、或は人をして尋ねしめ或は自ら思択して全く自宗・他宗の偏党を捨てゝ専ら
しょうしょ し たく へんとう

権智・実智の深奥を探るに、終に一乗は真実の理、五乗は方便の説を得る者なり。既に
つい

今生の蒙を開く、何ぞ夕死の恨みを遺さんや」 。此の序の意は偏に慧心の本意を顕は
もう せき し のこ ひとえ

已
上

すなり。自宗・他宗の偏党を捨つるの時、浄土の法門を捨てざらんや。一乗は真実の理

を得る時、専ら法華経に依るに非ずや。源信僧都は永観二年甲申の冬十一月往生要集
げんしんそう ず えいかん きのえさる

を造り寛弘丙午の冬十月の比、一乗要決を作る。其の中間二十余年。権を先にし実を
ひのえうま ころ

後にす。宛も仏の如く亦竜樹・天親・天台等の如し。汝往生要集を便りと為て師の謗
あたか たよ し

法の失を救はんと欲すれども敢へて其の義類に似ず。義類の同じきを以て一処に聚むと
あ あつ

ならば何等の義類同なるや。華厳経の如きは二乗界を隔つるが故に十界互具なし。方等
なん ら へだ

・般若の諸経も亦十界互具を許さず。観経等の往生極楽も亦方便の往生なり。成仏・
かんぎょう おうじょう

往生倶に法華経の如き往生に非ず。皆別時意趣の往生・成仏なり。其の上源信僧都の意
とも べつ じ い しゅ

は四威儀に行じ易きが故に念仏を以て易行と云ひ、四威儀に行じ難きが故に法華を以て
い ぎ やす

難行と称せば天台・妙楽の釈を破る人なり。所以に妙楽大師は、末代の鈍者・無智の者
ゆ え どんしゃ

等の法華経を行ずるに普賢菩薩並びに多宝・十方の諸仏を見奉るを易行と定めて云はく
ふ げん

「散心に法華を誦し禅三昧に入らず。坐立 行一心に法華の文字を念ぜよ」 。此の釈
さんしん じゅ ざ りゅうぎょういっしん

已
上

の意趣は末代の愚者を摂せんが為なり。散心とは定心に対する語なり。誦法華とは八
じょうしん

巻・一巻・一字・一句・一偈・題目・一心一念随喜の者五十展転等なり。坐立行とは四
ずい き てんでん

威儀を嫌はざるなり。一心とは定の一心にも非ず、理の一心にも非ず、散心の中の一心

なり。念法華文字とは此の経は諸経の文字に似ず、一字を誦すと雖も八万宝蔵の文字を
じゅ

含み一切諸仏の功徳を納むるなり。天台大師玄義の八に云はく「手に巻を執らざれども
かん と

常に是の経を読み、口に言声無けれども遍く衆典を誦し、仏説法せざれども恒に梵
ごんしょう あまね ほとけ つね
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音を聞き、心に思惟せざれども普く法界を照らす」 。此の文の意は手に法華経一部八
し ゆい あまね

已
上

巻を執らざれども是の経を信ずる人は昼夜十二時の持経者なり。口には読経の声を出だ
とき

さゞれども法華経を信ずる者は日々時々念々に一切経を読む者なり。仏の入滅既に二千

余年を経たり。然りと雖も法華経を信ずる者の許に仏の音声を留めて、時々刻々念々
もと おんじょう

に我が死せざる由を聞かしむるなり。心に一念三千を観ぜざれども遍く十方法界を照ら
よし

す者なり。此等の徳は偏に法華経を行ずる者に備はれるなり。是の故に法華経を信ずる

者は、設ひ臨終の時、心に仏を念ぜず、口に経を誦せず、道場に入らずとも心無くして
たと

法界を照し、音無くして一切経を誦し、巻軸を取らずして法華経八巻を拳る徳之有り。
こえ かんじく にぎ これ

是豈権教の念仏者の臨終正念を期して十念の念仏を唱へんと欲する者に百千万倍勝るゝ
あに ご

の易行に非ずや。故に天台大師文句の十に云はく「都て諸経に勝るゝが故に随喜功徳品
い ぎょう もん ぐ すべ ずい き く どくほん

と言ふ」と。妙楽大師は法華経は諸経より浅機を取る、而るを人師此の義を弁へざる
みょうらく せん き しか わきま

が故に法華経の機を深く取ることを破して云はく「恐らくは人謬りて解する者、初心
あやま

の功徳の大なることを測らずして功を上位に推りて此の初心を蔑る。故に今彼の行は
はか ゆず あなど

浅く功の深きことを示して以て経力を顕はす」。以顕経力の釈の意趣は、法華経は観経
きょうりき い けん い しゅ かんぎょう

已
上

等の権経に勝れたるが故に行は浅く功は深し。浅機を摂する故なり。若し慧心の先徳法

華経を以て念仏より難行と定め、愚者・頑魯の者を摂せずと云はゞ、恐らくは 逆
がん ろ ぎゃく

路伽耶陀の罪を招かざらんや。亦恐人謬解の内に入らざらんや。総じて天台・妙楽の
ろ か や だ く にんみょう げ

三大部の本末の意には、法華経は諸経に漏れたる愚者・悪人・女人・常没の闡提等を
ぐ しゃ じょうもつ せんだい

摂したまふ。他師仏意を覚らざるが故に法華経を諸経に同じ、或は地住の機に取り、
じ じゅう

或は凡夫に於ても別時意趣の義を存す。此等の邪義を破して人天・四悪を以て法華経の
べつ じ い しゅ

機と定む。種類・相対を以て過去の善悪を収む。人天に生ずる人豈過去の五戒十善無か
おさ あに

らんや等と定め了んぬ。若し慧心此の義に背かば豈天台宗を知れる人ならんや。而るを
おわ え しん

源空深く此の義に迷ふが故に往生要集に於て僻見を起こし、自らも失ひ他をも誤ま
おうじょうようしゅう びゃっけん

る者なり。 適 宿善有りて実教に入りながら、一切衆生を化して権教に還らしめ、 剩
たまたましゅくぜん かえ あまつさ

へ実教を破せしむ。豈悪師に非ずや。彼の久遠下種・大通結縁の者の五百・三千の塵点
く おん げ しゅ だいつうけちえん じんでん

を経る者の如きは、法華の大教を捨てゝ爾前の権小に遷るが故に後には権経をも捨てゝ
ふ うつ

六道に回りぬ。不軽 軽毀の衆は千劫阿鼻地獄に堕つ。権師を信じて実経を弘むる者に
めぐ ふ きょうきょう き せんごう あ び じ ごく お ごん し

誹謗を作したるが故なり。而るに源空我が身唯実経を捨てゝ権経に入るのみに非ず、人
ひ ぼう な げんくう ただ

を勧めて実教を捨てゝ権経に入らしめ亦権人をして実経に入らしめず。 剰 へ実経の行
あまつさ

者を罵るの罪永劫にも浮かび難からんか。
ののし う

問うて云はく、十 住毘婆沙論は一代の通論なり。難・易の二道の内に何ぞ法華・真
じゅうじゅう び ば しゃろん

言・涅槃を入れざるや。答へて云はく、一代の諸大乗経に於て華厳経の如きは初頓・後分
しょとん ご ぶん

有り。初頓の華厳は二乗の成不成を論ぜず。方等部の諸経には一向二乗無性闡提の成
ほうどう む しょうせんだい

仏を斥ふ。般若部の諸経も之に同じ。総じて四十余年の諸大乗経の意は法華・涅槃・大
きら はんにゃ
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日経等の如く二乗無性の成仏を許さず。此等を以て之を検ふるに爾前・法華の相違水
かんが

火の如し。滅後の論師竜樹・天親も亦倶に千部の論師なり。所造の論に通別の二論有り。
とも

通論に於ても亦二有り。四十余年の通論と一代五十年の通論となり。其の差別を分つに

決定 性の二乗・無性闡提の成不成を以て論の権実を定むるなり。而るに大論は竜樹菩
けつじょうしょう だいろん

薩の造、羅什三蔵の訳なり。般若経に依る時は二乗作仏を許さず。法華経に依れば二
ら じゅうさんぞう に じょう さ ぶつ

乗作仏を許す。十住毘婆沙論も亦竜樹菩薩の造、羅什三蔵の訳なり。此の論も亦二乗作

仏を許さず。之を以て知んぬ、法華已前の諸大乗経の意を申べたる論なることを。問う
の

て云はく、十住毘婆沙論の何処に二乗作仏を許さざるの文出でたるや。答へて云はく、
いず こ

十住毘婆沙論の第五に云はく 「若し 声聞地及び辟支仏地に堕する是を菩薩の死
しょうもん じ びゃく し ぶつ じ

竜樹菩薩
造羅什訳

と名づく。則ち一切の利を失す。若し地獄に堕すとも是くの如き畏れを生ぜず。若し
すなわ おそ

二乗地に堕すれば則ち大怖畏を為す。地獄の中に堕すとも畢竟して仏に至ることを得。
だい ふ い な ひっきょう

若し二乗地に堕すれば畢竟して仏道を遮す」 。此の文二乗作仏を許さず。宛も浄名等
しゃ あたか

已
上

の於仏法中以如敗種の文の如し。問うて云はく、大論は般若経に依って二乗作仏を許
お ぶっぽうちゅう い にょはいしゅ

さず。法華経に依って二乗作仏を許すの文如何。答へて曰く、大論の一百に云はく竜樹菩薩造
羅什三蔵訳

「問うて曰く、更に何の法か甚深にして般若に勝れたる者有って而も般若を以て阿難に
じんじん

属累し、而も余経を以て菩薩に属累するや。答へて曰く、般若波羅蜜は秘密の法に非ず。
ぞくるい はんにゃ は ら みつ

而るに法華等の諸経は阿羅漢の受決作仏を説く。所以に大菩薩能く受持し用ふ。譬へば
あ ら かん じゅけつ さ ぶつ よ

大薬師の能く毒を以て薬と為すが如し」と。亦九十三に云はく「阿羅漢の成仏は論義者

の知る所に非ず。唯仏のみ能く了したまふ」 。此等の文を以て之を思ふに、論師の権
りょう

已
上

実は宛も仏の権実の如し。而るを権経に依る人師猥りに法華等を以て観経等の権説に
あたか みだ

同じ、法華・涅槃等の義を仮りて浄土三部経の徳と作し、決定 性の二乗・無性の闡提
な けつじょうしょう む しょう せんだい

・常没等の往生を許す。権実雑乱の失脱れ難し。例せば外典の儒者の内典を賊みて外
じょうもつ ぞうらん とが げ てん じゅしゃ ぬす

典を荘るが如し。謗法の失免れ難きか。仏自ら権実を分けたまふ。其の栓を探るに決
かざ まぬか

定性の二乗・無性有情の成不成是なり。而るに此の義を弁へざる訳者爾前の経々を訳せ

る時、二乗の作仏・無性の成仏を許す。此の義を知る訳者は爾前の経を訳する時二乗の
さ ぶつ

作仏・無性の成仏を許さず。之に依って仏意を覚らざる人師も亦爾前の経に於て決定性

・無性の成仏を明かすと見て法華・爾前同じき思ひを作し、或は爾前の経に於て決定無
な

性を嫌ふの文を見、此の義を以て了義経と為し、法華・涅槃を以て不了義経と為す。
りょう ぎ な

共に仏意を覚らず、権実二教に迷へり。此等の誤りを出ださば但源空一人に限るのみに

非ず、天竺の論師並びに訳者より唐土の人師に至るまで其の義有り。所謂地論師・摂論
てんじく とう ど じ ろん しょうろん

師の一代の別時意趣、善導・懐感の法華経の一称南無仏の別時意趣、此等は皆権実を弁
べつ じ い しゅ え かん

へざるが故に出来する処の誤りなり。論を造る菩薩、経を訳する訳者、三昧発得の人師
さんまいほっとく

猶以て是くの如し。何に況んや末代の凡師に於てをや。問うて云はく、汝末学の身に於

て何ぞ論師並びに訳者人師を破するや。答へて云はく、敢へて此の難を致すこと勿れ。
あ なか
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摂論師並びに善導等の釈は権実二経を弁へずして猥りに法華経を以て別時意趣と立つ。
みだ

故に天台・妙楽の釈と水火を作す間、且く人師の相違を閣いて経論に付いて是非を検
さしお かんが

ふる時、権実の二教は仏説より出でたり。天親・竜樹重ねて之を定む。此の義に順ず
てんじん りゅうじゅ

る人師をば且く之を仰ぎ、此の義に順ぜざる人師をば且く之を用ひず。敢へて自義を
しばら あ

以て是非を定むるに非ず。但相違を出だす計りなり。

大文の第四に謗法の者を対治すべき証文を出ださば、此に二有り。一には仏法を以て

国王大臣並びに四衆に付嘱することを明かし、二には正しく謗法の人の王地に処するを
ふ ぞく

ば対治すべき証文を明かす。

第一に仏法を以て国王大臣並びに四衆に付嘱することを明かさば、仁王経に云はく「仏
し しゅ にんのう

波斯匿王に告げたまはく乃至是の故に諸の国王に付嘱して比丘・比丘尼・清信男・清
は し のくおう び く び く に しょうしんなん しょう

信女に付嘱せず。何を以ての故に、王の威力無きが故に。乃至此の経の三宝をば諸の国
しんにょ

王四部の弟子に付嘱す」 。大集経二十八に云はく「若し国王有って我が法の滅せんを
已
上

見て捨てゝ擁護せずんば、無量世に於て施戒慧を修すとも悉く皆滅失し、其の国に三種
おう ご せ かい え

の不詳の事を出ださん。乃至命 終して大地獄に生ぜん」 。仁王経の文の如くんば、
みょうじゅう

已
上

仏法を以て先づ国王に付嘱し、次に四衆に及ぼす。王位に居る君、国を治むる臣は仏法

を以て先と為して国を治むべきなり。大集経の文の如くんば、王臣等仏道の為に無量劫

の間、頭目等の施を施し八万の戒行を持ち無量の仏法を学ぶと雖も、国に流布する所
ず もく かいぎょう る ふ

の法の邪正を直さゞれば、国中に大風・旱魃・大雨の三災起こりて万民を逃脱せしめ、
じゃしょう ただ かんばつ とうだつ

王臣定めて三悪に堕せん。亦双林最後の涅槃経第三に云はく「今正法を以て諸王・大臣
そうりん

・宰相・比丘・比丘尼・優婆塞・優婆夷に付嘱す。乃至法を護らざる者をば禿居士と
さいしょう う ば そく う ば い とく こ じ

名づく」と。又云はく「善男子正法を護持せん者は五戒を受けず威儀を修せず、応に刀
まさ

剣・弓箭・鉾槊を持すべし」と。又云はく「五戒を受けざれども正法を護るを為て乃
きゅうせん む さく もって すなわ

ち大乗と名づく。正法を護る者は当に刀剣器杖を執持すべし」云云。四十余年の内に
まさ き じょう しゅう じ

も梵網等の戒の如くんば国王・大臣・諸人等、一切刀杖・弓箭・矛斧・闘戦の具を蓄
ぼんもう とうじょう む ふ とうせん たくわ

ふることを得ず。若し此を蓄ふる者は定めて現身に国王の位、比丘比丘尼の位を失ひ、

後生は三悪道の中に堕すべしと定め了んぬ。而るに今の世は道俗を択ばず弓箭・刀杖を
えら

帯せり。梵網経の文の如くんば必ず三悪道に堕せんこと疑ひ無き者なり。涅槃経の文無

くんば如何にしてか之を救はん。亦涅槃経の先後の文の如くんば、弓箭・刀杖を帯して

悪法の比丘を治し正法の比丘を守護せん者は、先世の四重・五逆を滅して必ず無上道を
せん ぜ

証せんと定めたまふ。亦金光明経第六に云はく「若し人有って其の国土に於て此の経
こんこうみょう

有りと雖も、未だ曾て流布せしめず、捨離の心を生じ聴聞を楽はず、亦供養し尊重し
かつ しゃ り ねが そんじゅう

讃歎せず、四部の衆、持経の人を見て亦復尊重し乃至供養すること能はず、遂に我等及
さんだん またまた あた

び余の眷属無量の諸天をして此の甚深の妙法を聞くことを得ず、甘露の味に背き、正法
けんぞく

の流れを失ひ、威光及び勢力有ること無からしめ、悪趣を増長し人天を損減し生死の河
にんでん
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に堕ちて涅槃の路に乖かん。世尊、我等四王並びに諸の眷属及び薬叉等斯くの如き事を
みち そむ や しゃ か

見て其の国土を捨てゝ擁護の心無けん。但我等のみ是の王を捨棄するに非ず、亦無量の
おう ご しゃ き

国土を守護する諸天善神有らんも皆悉く捨去せん。既に捨離し已はりなば其の国当に種
しゃ こ お まさ

々の災禍有って国位を喪失すべし。一切の人衆皆善心無けん。唯繫縛・殺害・瞋諍の
さい か そうしつ け ばく せつがい しんじょう

み有りて互ひに相讒諂し枉げて辜無きに及ばん。疾疫流行し、彗星 数 出で、両日並
あいざんてん ま つみ る ぎょう しばしば

び現じ、薄蝕恒無く、黒白の二虹不祥の相を表はし、星流れ地動じ、井の内に声を
はくしょくつね こくびゃく に こう ふ しょう

発し、暴雨悪風時節に依らず、常に飢饉に遭ひて苗実も成らず、多く他方の怨賊有っ
き きん あ みょうじつ みの

て国内を侵掠し、人民諸の苦悩を受け、土地として可楽の処有ること無けん」 。此の
しんりょう か らく

已
上

経文を見るに、世間の安穏を祈らんに而も国に三災起こらば悪法流布する故なりと知る

べし。而るに当世は随分国土の安穏を祈ると雖も、去ぬる正嘉元年には大地大いに動
しょう か

じ、同二年に大雨大風苗実を失へり。定めて国を喪すの悪法此の国に有るかと勘ふる
みょうじつ ほろぼ

なり。選択 集の或る段に云はく「第一に読誦雑行とは、上の観経等の往生浄土の経
せんちゃくしゅう ぞうぎょう

を除いて已外、大小顕密の諸経に於て受持読誦するを悉く読誦雑行と名づく」と書き了
お

へて、次に書して云はく「次に二行の得失を判ぜば、法華・真言等の雑行は失、浄土の
しつ

三部経は得なり」と。次下に善導和尚の往生礼讃の十即十生・百即百生・千中無一の
つぎしも ぜんどう おうじょうらいさん

文を書き載せて云はく「私に云はく、此の文を見るに 弥 須 く雑を捨てゝ専を修すべ
いよいよすべから

し。豈百即百生の専修正行を捨てゝ堅く千中無一の雑修雑行を執せんや。行者能く之
ぞうしゅぞうぎょう よ

を思量せよ」 。此等の文を見るに世間の道俗豈諸経を信ずべけんや。次下に亦書して
あに つぎしも

已
上

法華経等の雑行と念仏の正行との勝劣難易を定めて云はく「一には勝劣の義、二には難易
なん い

の義なり。初めに勝劣の義とは、念仏は是勝、余行は是劣。次に難易の義とは、念仏は
これ これ

修し易く諸行は修し難し」と。亦次下に法華・真言等の失を定めて云はく「故に知んぬ、

諸行は機に非ず時を失ふ。念仏往生のみ機に当たり時を得たり」と。亦次下に法華・真

言等の雑行の門を閉じて云はく「随他の前には暫く定散の門を開くと雖も随自の後に
ずい た しばら じょうさん ずい じ

は還りて定散の門を閉ず。一たび開きて以後永く閉じざるは唯是念仏の一門なり」 。
已
上

最後の本懐に云はく「夫速やかに生死を離れんと欲せば、二種の勝法の中に且く聖道門
ほんがい それ しばら しょうどうもん

を閣いて撰んで浄土門に入れ、浄土門に入らんと欲せば、正雑二行の中に且く諸の雑
さしお えら

行を抛ちて撰んで応に正行に帰すべし」 。門弟此の書を伝へて日本六十余州に充満す
なげう

已
上

るが故に、門人世間の無智の者に語りて云はく「上人智慧第一の身と為て此の書を造り
し

真実の義を定め、法華・真言の門を閉じて後に開くの文無く、抛ちて後に還りて取る
なげう

の文無し」等と立つる間、世間の道俗一同に頭を傾け、其の義を訪ふ者には仮字を以
こうべ と かなもじ

て選択の意を宣べ、或は法然上人の物語を書す間、法華・真言に於て難を付けて或は去年
しる こ ぞ

の暦祖父の履に譬へ、或は法華経を読むは管絃より劣ると。是くの如き悪書国中に充
こよみ くつ かんげん

満するが故に、法華・真言等国に在りと雖も聴聞せんことを楽はず、 偶 行ずる人有
ちょうもん ねが たまたま

りと雖も尊重を生ぜず、一向念仏者、法華等の結縁を作すをば往生の障りと成ると云
そんじゅう けちえん な さわ
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ふ、故に捨離の意を生ず。此の故に諸天妙法を聞くことを得ず。法味を嘗めざれば威光
しゃ り な

勢力有ること無く、四天王並びに眷属此の国を捨て、日本国守護の善神も捨離し已はん
せいりき けんぞく お

ぬ。故に正嘉元年に大地大いに震ひ、同二年に春の大雨に苗を失ひ、夏の大旱魃に草
しょう か ふる

木を枯らし、秋の大風に果実を失ひ、飢渇忽ち起こりて万民を逃脱せしむること金光明
け かちたちま こんこうみょう

経の文の如し。豈選択集の失に非ずや。仏語虚しからざる故に悪法の流布有りて既に国
とが

に三災起これり。而るに此の悪義を対治せずんば仏の所説の三悪を脱るべけんや。而る

に近年より予我不愛身命但惜無上道の文を瞻る間、雪山・常啼の心を起こし命を大
が ふ あいしんみょうたんじゃく む じょうどう み せっせん じょうたい

乗の流布に替へ強言を吐いて云はく、選択集を信じて後世を願はん人は無間地獄に堕す
ごうごん む けん じ ごく

べしと。爾の時に法然上人の門弟選択集に於て上に出だす所の悪義を隠し、或は諸行往

生を立て、或は選択集に於て法華・真言等を破せざる由を称し、或は在俗に於て選択集

の邪義を知らしめざらんが為に妄語を構へて云はく、日蓮は念仏を称ふる人を三悪道に
もう ご とな

堕すと云ふと。問うて云はく、法然上人の門弟諸行往生を立つるに失有りや否や。答へ

て曰く、法然上人の門弟と称し諸行往生を立つるは逆路伽耶陀の者なり。当世も亦諸
ぎゃく ろ か や だ

行往生の義を立つ。而も内心には一向に念仏往生の義を存し、外には諸行不謗の由を聞

かしむるなり。抑 此の義を立つる者は選択集の法華・真言等に於て失を付け、捨閉閣抛
そもそも しゃへいかくほう

・群賊・邪見・悪見・邪雑人・千中無一等の語を見ざるや否や。
じゃぞうにん

第二に正しく謗法の人の王地に処するを対治すべき証文を出ださば、涅槃経第三に云

はく「懈怠にして戒を破し正法を毀る者をば王者・大臣・四部の衆、当に苦治すべし。
け だい そし く じ

善男子是の諸の国王及び四部の衆は当に罪有りや不や。不なり、世尊。善男子是の諸の
まさ いな

国王及び四部の衆は尚罪有ること無し」と。又第十二に云はく「我往昔を念ふに、閻浮提
おも えん ぶ だい

に於て大国の王と作りて名を仙予と曰ひき。大乗経典を愛念し敬重し、其の心純善にし
せん よ い

て麁悪・嫉悋有ること無かりき。乃至善男子、我爾の時に於て心に大乗を重んず。婆羅門
そ あく しつりん ば ら もん

の方等を誹謗するを聞き、聞き已はりて即時に其の命根を断じき。善男子是の因縁を以
お

て是より已来地獄に堕せず」 。
已
上

問うて云はく、梵網経の文を見るに比丘等の四衆を誹謗するは波羅夷罪なり。而るに
ぼんもう は ら い ざい

源空が謗法の失を顕はすは豈阿鼻の業に非ずや。答へて云はく、涅槃経の文に云はく
げんくう あに

「迦葉菩薩世尊に言さく、如来何が故ぞ彼当に阿鼻地獄に堕すべしと記するや。善男
か しょう もう まさ

子善星比丘は多く眷属有り。皆善星は是阿羅漢なり是道果を得しと謂へり。我彼が悪
ぜんしょう あ ら かん おも

邪の心を壊らんと欲するが故に、彼の善星は放逸を以ての故に地獄に堕せりと記す」 。
やぶ ほういつ

已
上

此の文に放逸とは謗法の名なり。源空も亦彼の善星の如く、謗法を以ての故に無間に堕
む けん

すべし。所化の衆此の邪義を知らざるが故に源空を以て一切智人と号し、或は勢至菩薩
いっさい ち にん

或は善導の化身なりと云ふ。彼が悪邪の心を壊らんが為の故に謗法の根源を顕はす。梵
け しん

網経の説は謗法の者の外の四衆なり。仏誡めて云はく「謗法の人を見て其の失を顕はさ

ゞれば仏弟子に非ず」と。故に涅槃経に云はく「我涅槃の後其の方面に随ひ持戒の比丘
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有りて威儀具足し正法を護持せば、法を壊る者を見て即ち能く駈遣し呵責し徴治せよ。
い ぎ よ く けん か しゃく ちょう じ

当に知るべし、是の人は福を得んこと無量にして称計すべからず」と。亦云はく「若
しょうけい

し善比丘有って法を壊る者を見て置いて呵責し駈遣し挙処せずんば、当に知るべし、是
こ しょ

の人は仏法の中の怨なり。若し能く駈遣し呵責し挙処せば是我が弟子真の声聞なり」 。
已
上

予仏弟子の一分に入らんが為に此の書を造り謗法の失を顕はし世間に流布す。願はくは

十方の仏陀此の書に於て力を副へ大悪法の流布を止め一切衆生の謗法を救はしめ給へ。
そ とど

大文の第五に善知識並びに真実の法に値ひ難きことを明かさば、之に付いて三有り。

一には受け難き人身値ひ難き仏法なることを明かし、二には受け難き人身を受け値ひ難

き仏法に値ふと雖も悪知識に値ふが故に三悪道に堕することを明かし、三には正しく末
まさ

代の凡夫の為の善知識を明かす。

第一に受け難き人身値ひ難き仏法なることを明かさば、涅槃経三十三に云はく「爾の

時に世尊地の少土を取りて之を爪上に置き迦葉に告げて言はく、是の土多きやと、
じ しょう ど そうじょう のたま

十方世界の地の土多きやと。迦葉菩薩仏に白して言さく、世尊、爪上の土は十方所有の
もう もう

土に比せざるなりと。善男子、人有りて身を捨てゝ還って人身を得、三悪の身を捨てゝ
かえ え

人身を受くることを得。諸根完く具して中国に生じ、正信を具足して能く道を修習し、
う どう しゅじゅう

道を修習し已はって能く正道を修し、正道を修し已はって能く解脱を得、解脱を得已は
お げ だつ え

って能く涅槃に入るは爪上の土の如く、人身を捨て已はって三悪の身を得、三悪の身を

捨てゝ三悪の身を得、諸根具せずして辺地に生じ、邪倒の見を信じて邪道を修習し、解
へん じ じゃとう げ

脱常楽の涅槃を得ざるは十方界所有の地の土の如し」 。此の文は多く法門を集めて
だつじょうらく

已上
経文

一具と為せり。人身を捨てゝ還って人身を受くるは爪上の土の如く、人身を捨てゝ三
そうじょう

悪道に堕つるは十方の土の如し。三悪の身を捨てゝ人身を受くるは爪上の土の如く、三

悪の身を捨てゝ還って三悪の身を得るは十方の土の如し。人身を受くるは十方の土の如

く、人身を受けて六根欠けざるは爪上の土の如し。人身を受けて六根欠けざれども辺地

に生ずるは十方の土の如く、中国に生ずるは爪上の土の如し。中国に生ずるは十方の土

の如く、仏法に値ふは爪上の土の如し。又云はく「一闡提と作らず、善根を断ぜず、
そうじょう いっせんだい な

是くの如き等の涅槃経典を信ずるは爪上の土の如く、乃至一闡提と作り、諸の善根を断

じ、是の経を信ぜざるは十方界所有の地の土の如し」 。此の文の如くんば法華・涅槃
已上
経文

を信ぜずして一闡提と作るは十方の土の如く、法華・涅槃を信ずるは爪上の土の如し。

此の経文を見て 弥 感涙押さへ難し。今日本国の諸人を見聞するに多分は権教を行ず。設
いよいよ けんもん たと

ひ身口には実教を行ずと雖も心には亦権教を存す。故に天台大師摩訶止観の五に云はく
ま か し かん

「其の癡鈍なる者は毒気深く入って本心を失ふが故に、既に其れ信ぜざるは則ち手に
ち どん すなわ

入らず、乃至大罪聚の人なり。乃至設ひ世を厭ふ者も下劣の乗を 翫 び枝葉に攀附し、狗
だいざいじゅ いと もてあそ はん ぷ いぬ

の作務に狎れ、獼猴を敬ふて帝釈と為し、瓦礫を崇んで是明珠なりとす。此の黒闇
さ む な み こう が りゃく たっと みょうじゅ

の人豈道を論ずべけんや」 。源空並びに所化の衆深く三毒の酒に酔ふて大通結縁の本
あに だいつうけちえん

已
上
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心を失ふ。法華・涅槃に於て不信の思ひを作し一闡提と作り、観経等の下劣の乗に依っ
な な

て方便称 名等の瓦礫を 翫 び、法然房の獼猴を敬ふて智慧第一の帝釈と思ひ、法華・
しょうみょう もてあそ

涅槃の如意珠を捨てゝ、如来の聖教を褊するは権実二教を弁へざるが故なり。故に弘決
にょ い じゅ さみ ぐ けつ

の第一に云はく「此の円頓を聞いて宗重せざる者は良に近代大乗を習ふ者の雑濫に由
えんどん そうじゅう まこと ぞうらん

るが故なり」と。大乗に於て権実二教を弁へざるを雑濫と云ふなり。故に末代に於て法

華経を信ずる者は爪上の土の如く、法華経を信ぜずして権教に堕落する者は十方の微塵
み じん

の如し。故に妙楽歎いて云はく「像末は情澆く信心寡薄にして円頓の教法蔵に溢れ函
こころうす か はく えんどん くら あふ はこ

に盈つれども暫くも思惟せず。便ち目を瞑ぐに至る。 徒 に生じ徒に死す。一に何ぞ
み しばら し ゆい すなわ ふさ いたずら

痛ましきかな」 。此の釈は偏に妙楽大師権者たるの間、遠く日本国の当代を鑑みて記
ごんじゃ かんが

已
上

し置く所の未来記なり。問うて云はく、法然上人の門弟の内にも一切経蔵を安置し法華

経を行ずる者有り。何ぞ皆謗法の者と称せんや。答へて曰く、一切経を開き見て法華経

を読むは、難行道の由を称し選択集の悪義を扶けんが為なり。経論を開くに付いて 弥
たす いよいよ

謗法を増すこと例せば善星の十二部経・提婆達多の六万蔵の如し。智者の由を称する
ぜんしょう だい ば だっ た

は自身を重んじ悪法を扶けんが為なり。

第二に受け難き人身を受け値ひ難き仏法に値ふと雖も悪知識に値ふが故に三悪道に堕

することを明かさば、仏蔵経に云はく「大荘厳仏の滅後に五比丘あり。一人は正道を
だいしょうごんぶつ

知って多億の人を度し、四人は邪見に住す。此の四人命 終して後阿鼻地獄に堕つ。仰
みょうじゅう

ぎ臥し伏せに臥し左脇に臥し右脇に臥すこと各々九百万億歳なり。乃至若しは在家
ふ うつぶ さ きょう う きょう

出家の此の人に親近せしもの、並びに諸の檀越凡そ六百四万億人あり。此の四師と倶に
しんごん だんのつおよ とも

生じ倶に死して、大地獄に在って諸の焼煮を受く。大劫若し尽きぬれば是の四悪人及
しょうしゃ

び六百四万億の人此の阿鼻地獄より他方の大地獄の中に転生す」 。涅槃経三十三に云
てんしょう

已
上

はく「爾の時に城中に一の尼乾有り。名を苦得と曰ふ。乃至善星、苦得に問ふ。答へて
そ に けん く とく

曰く、我食吐鬼の身を得。善星諦かに聞け。乃至爾の時に善星即ち我が所に還って是
じき と き あきら もと

くの如き言を作す、世尊、苦得尼乾は命終の後に三十三天に生ぜんと。乃至爾の時に如

来即ち迦葉と善星の所に往きたまふ。善星比丘遥かに我来たるを見、見已はって即ち
か しょう もと お

悪邪の心を生ず。悪心を以ての故に生身に陥ち入って阿鼻地獄に堕す」 。善星比丘は
お

已
上

仏の菩薩たりし時の子なり。仏に随ひ奉り出家して十二部経を受け、欲界の煩悩を壊り
みこ ぼんのう

て四禅定を獲得せり。然りと雖も悪知識たる苦得外道に値ひ、仏法の正義を信ぜざる
ぜんじょう あ

に依って出家の受戒・十二部経の功徳を失ひ、生身に阿鼻地獄に堕す。苦岸等の四比丘
く がん

に親近せし六百四万億の人は四師と倶に十方の大阿鼻地獄を経しなり。今の世の道俗は
しんごん へ

選択集を貴ぶが故に、源空の影像を拝して一切経難行の邪義を読む。例せば尼乾の所化
に けん

の弟子が尼乾の遺骨を礼して三悪道に堕せしが如し。願はくは今の世の道俗選択集の邪
らい

正を知りて後に供養恭敬を致せ。爾らずんば定めて後悔有らん。故に涅槃経に云はく
く ぎょう しか

「菩薩摩訶薩悪象等に於ては心に怖畏すること無かれ。悪知識に於ては怖畏の心を生ぜ
ま か さつ ふ い
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よ。何を以ての故に。是の悪象等は唯能く身を壊りて心を壊ること能はず、悪知識は二倶
ただ よ とも

に壊るが故に。是の悪象等は唯一身を壊り、悪知識は無量の善身無量の善心を壊る。是

の悪象等は唯能く不浄の臭き身を破壊し、悪知識は能く浄身及以浄心を壊る。是の悪象
は え お よ び

等は能く肉身を壊り、悪知識は法身を壊る。悪象の為に殺されては三趣に至らず、悪友
ほっしん さんしゅ

の為に殺されては必ず三趣に至る。是の悪象等は但身の怨と為る、悪知識は善法の怨と
あだ

為らん。是の故に菩薩常に当に諸の悪知識を遠離すべし」 。
おん り

已
上

請ひ願はくは今の世の道俗、設ひ此の書を邪義なりと思ふと雖も且く此の念を抛ち
こ たと なげう

て十 住毘婆沙論を開き、其の難行の内に法華経の入不入を検へ、選択集の「準之思之」
じゅうじゅう び ば しゃろん かんが じゅん し し し

の四字を按じて後に是非を致せ。謬りて悪知識を信じ邪法を習ひ此の生を空しうする
あん あやま むな

こと莫れ。
なか

第三に正しく末代の凡夫の為の善知識を明かさば、問うて云はく、善財童子は五十余
ぜんざいどう じ

の知識に値ひき。其の中に普賢・文殊・観音・弥勒等有り。常啼・班足・妙 荘厳・
ふ げん もんじゅ かんのん み ろく じょうたい はんぞく みょうしょうごん

阿闍世等は曇無竭・普明・耆婆・二子・夫人に値ひ奉りて生死を離れたり。此等は皆
あ じゃ せ どん む かつ ふ みょう ぎ ば に し ぶ にん

大聖なり。仏世を去りての後是くの如きの師を得ること難しと為す。滅後に於て亦竜樹
りゅうじゅ

・天親も去りぬ。南岳・天台にも値はず。如何ぞ生死を離るべきや。答へて曰く、末代
てんじん なんがく てんだい

に於て真実の善知識有り。所謂法華・涅槃是なり。問うて云はく、人を以て善知識と為
ほっ け ね はん

すは常の習ひなり。法を以て知識と為すの証有りや。答へて云はく、人を以て知識と為

すは常の習ひなり。然りと雖も末代に於ては真の知識無ければ法を以て知識と為すに多

くの証有り。摩訶止観に云はく「或は知識に従ひ、或は経巻に従ひて、上に説く所の一
ま か し かん

実の菩提を聞く」 。此の文の意は経巻を以て善知識と為すなり。法華経に云はく「若
ぼ だい

已
上

し法華経を閻浮提に行じ受持すること有らん者は応に此の念を作すべし。皆是普賢威神
えん ぶ だい まさ な ふ げん い じん

の力なり」 。此の文の意は末代の凡夫法華経を信ずるは普賢の善知識の力なり。又云已
上

はく「若し是の法華経を受持し読誦し正憶念し修習し書写すること有らん者は、当に
どくじゅ しょうおくねん

知るべし、是の人は則ち釈迦牟尼仏を見るなり。仏口より此の経典を聞くが如し。当
すなわ しゃ か む に ぶつ ぶっ く

に知るべし、是の人は釈迦牟尼仏を供養するなり」 。此の文を見るに法華経は釈迦牟已
上

尼仏なり。法華経を信ぜざる人の前には釈迦牟尼仏入滅を取り、此の経を信ずる者の前

には滅後たりと雖も仏の在世なり。又云はく「若し我成仏して滅度の後、十方の国土に

於て法華経を説く所有らば、我が塔廟是の経を聴かんが為の故に其の前に涌現して為
とうみょう ゆ げん

に証 明を作さん」 。此の文の意は我等法華の名号を唱へば多宝如来本願の故に必ず
しょうみょう みょうごう た ほうにょらい

已
上

来たりたまふ。又云はく「諸仏の十方世界に在って法を説くを 尽 く還して一処に集め
あ ことごと かえ

たまふ」 。釈迦・多宝・十方の諸仏・普賢菩薩等は我等が善知識なり。若し此の義に已
上

依らば我等も亦宿善・善財・常啼・班足等にも勝れたり。彼は権経の知識に値ひ、我
ぜんざい じょうたい はんぞく すぐ

等は実経の知識に値へばなり。彼は権経の菩薩に値ひ、我等は実経の仏菩薩に値ひ奉れ

ばなり。涅槃経に云はく「法に依って人に依らざれ、智に依って識に依らざれ」 。依法
え ほう

已
上
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と云ふは法華・涅槃の常住の法なり。不依人とは法華・涅槃に依らざる人なり。設ひ仏
ふ え にん たと

菩薩たりと雖も法華・涅槃に依らざる仏菩薩は善知識に非ず。況んや法華・涅槃に依ら

ざる論師・訳者・人師に於てをや。依智とは仏に依る。不依識とは等覚已下なり。今の
にん し え ち ふ え しき

世の世間の道俗源空の謗法の失を隠さんが為に徳を天下に挙げて権化なりと称す。依用
げんくう とが ごん げ え ゆう

すべからず。外道は五通を得て能く山を傾け海を竭くすとも神通無き阿含経の凡夫に及
つ

ばず。羅漢を得六通を現ずる二乗は華厳・方等・般若の凡夫に及ばず。華厳・方等・般
ら かん え

若の等覚の菩薩も法華経の名字・観行の凡夫に及ばず。設ひ神通智慧有りと雖も権教
みょう じ かんぎょう

の善知識をば用ふべからず。我等常没の一闡提の凡夫法華経を信ぜんと欲するは仏性
じょうもつ いっせんだい ぶっしょう

を顕はさんが為の先表なり。故に妙楽大師の云はく「内薫に非ざるよりは何ぞ能く悟
あら せんぴょう ないくん よ

りを生ぜん。故に知んぬ、悟りを生ずる力は真如に在り、故に冥薫を以て外護と為す
しんにょ みょうくん げ ご

なり」 。法華経より外の四十余年の諸経には十界互具無し。十界互具を説かざれば内已
上

心の仏界を知らず。内心の仏界を知らざれば外の諸仏も顕はれず。故に四十余年の権行
ほか ごんぎょう

の者は仏を見ず。設ひ仏を見ると雖も他仏を見るなり。二乗は自仏を見ざるが故に成仏

無し。爾前の菩薩も亦自身の十界互具を見ざれば二乗界の成仏を見ず。故に 衆 生 無
に ぜん しゅうじょう む

辺誓願度の願も満足せず。故に菩薩も仏を見ず、凡夫も亦十界互具を知らざるが故に自
へんせいがん ど

身の仏界顕はれず。故に阿弥陀如来の来迎も無く、諸仏如来の加護も無し。譬へば盲人
らいごう か ご たと

の自身の影を見ざるが如し。今法華経に至りて九界の仏界を開くが故に、四十余年の菩
く かい

薩・二乗・六凡始めて自身の仏界を見る。此の時此の人の前に始めて仏・菩薩・二乗を
ろくぼん

立つ。此の時に二乗・菩薩始めて成仏し凡夫始めて往生す。是の故に在世滅後の一切衆

生の誠の善知識は法華経是なり。常途の天台宗の学者は爾前に於て当分の得道を許せ
じょう ず

ども、自義に於ては猶当分の得道を許さず。然りと雖も此の書に於ては其の義を尽さず、

略して之を記す。追って之を記すべし。

大文の第六に法華・涅槃に依る行者の用心を明かさば、一代教門の勝劣・浅深・難易
しょうれつ せんじん なん い

等に於ては先の段に既に之を出だす。此の一段に於ては一向に後世を念ふ末代常没の
これ おも じょうもつ

五逆・謗法・一闡提等の愚人の為に之を注す。略して三有り。一には在家の諸人正法を
いっせんだい ぐ にん しる

護持するを以て生死を離るべく、悪法を持つに依って三悪道に堕することを明かし、二
さんなくどう

には但法華経の名字計りを唱へて三悪道を離るべきことを明かし、三には涅槃経は法
みょう じ ばか

華経の為の流通と成ることを明かす。

第一に在家の諸人正法を護持するを以て生死を離るべく、悪法を持つに依って三悪道

に堕することを明かさば、涅槃経第三に云はく「仏迦葉に告げ給はく、能く正法を護
か しょう つ よ

持する因縁を以ての故に是の金剛の身を成就することを得たり」と。亦云はく「時に
いんねん こんごう じょうじゅ

国王有り、名を有徳と曰ふ。乃至法を護らんが為の故に、乃至是の破戒の諸の悪比丘と
う とく い

極めて共に戦闘す。乃至王是の時に於て法を聞くことを得已はって心大に歓喜し尋いで
お つ

即ち命 終して阿閦仏の国に生ず」 。此の文の如くんば在家の諸人別の智行無しと
みょうじゅう あ しゅくぶつ ち ぎょう

已
上
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雖も、謗法の者を対治する功徳に依って生死を離るべきなり。問うて云はく、在家の諸

人仏法を護持すべき様如何。答へて曰く、涅槃経に云はく「若し衆生有って財物に貪著
よう い かん ざいもつ とんじゃく

せば、我当に財を施して然して後に是の大涅槃経を以て之を勧めて読ましむべし。乃至
まさ しか

先に愛語を以て而も其の意に随ひ、然して後に漸く当に是の大乗大涅槃経を以て之を
ようや

勧めて読ましむべし。若し凡庶の者には当に威勢を以て之に逼りて読ましむべし。若し、
ぼんしょ せま

憍慢の者には我当に其れが為に而も僕使と作り其の意に随順し其れをして歓喜せしむ
きょうまん ぼく し な

べし。然して後に復当に大涅槃を以て而も之を教導すべし。若し大乗経を誹謗する者
また きょうどう ひ ぼう

有らば、当に勢力を以て之を摧きて伏せしめ、既に摧伏し已はって然して後に勧めて大
せいりき くじ すで さいふく お

涅槃を読ましむべし。若し大乗経を愛楽する者有らば、我躬ら当に往いて恭敬し供
あいぎょう みずか ゆ く ぎょう

養し尊重し讃歎すべし」 。問うて云はく、今の世の道俗偏に選択集に執して、法華
そんじゅう さんだん ひとえ

已
上

・涅槃に於ては自身不相応の念を作すの間護惜建立の心無し。 偶 邪義の由を称する
ご しゃくこんりゅう たまたま よし

人有れば念仏誹謗者と称し、悪名を天下に雨らす。斯等は如何。答へて曰く、自答を存
てん げ ふ これ ら

すべきに非ず。仏自ら此の事を記して云はく、仁王経に云はく「大王我が滅度の後未来
にんのう

世の中の四部の弟子・諸の小国の王・太子・王子、乃ち是住持して三宝を護らん者転
すなわ じゅう じ うたた

更に三宝を滅破せんこと師子の身中の虫の自ら師子を食らふが如くならん。外道に非ざ
めっ ぱ く

るなり。多く我が仏法を破り、大罪過を得ん、正教衰薄し、民に正行無く、漸く悪を為
だいざい か すいはく たみ ようや な

すを以て其の寿日に減じて百歳に至らん。人仏教を壊らば復孝子無く、六親不和にし
いのち また ろくしん ふ わ

て天神も祐けず。疾疫悪鬼日に来たりて侵害し、災怪首尾し、連禍縦横し、死して地
たす しつえきあっ き さい げ しゅ び れん か じゅうおう

獄・餓鬼・畜生に入らん」と。亦次下に云はく「大王、未来世の中の諸の小国の王・四

部の弟子自ら此の罪を作るは破国の因縁なり。乃至諸の悪比丘多く名利を求め、国王
みょう り

太子王子の前に於て自ら破仏法の因縁、破国の因縁を説かん。其の王別へずして此の
わきま

語を信聴し乃至其の時に当たりて正法将に滅せんとして久しからず」 。余選択集を見
しんちょう まさ

已
上

るに敢へて此の文の未来記に違はず。選択集は法華・真言等の正法を定めて雑行難行と
たが

云ひ、末代の我等に於ては時機相応せず、之を行ずる者は千が中に一も無く、仏還って

法華等を説きたまふと雖も法華・真言の諸行の門を閉じて念仏の一門を開く。末代に於

て之を行ずる者は群賊等と定め、当世の一切の道俗に於て此の書を信ぜしめ、此の義を

以て如来の金言と思へり。此の故に世間の道俗仏法建立の意無く、法華真言の正法の法

水忽ちに竭き、天人減少して三悪日に増長す。偏に選択集の悪法に催されて起こす
たちま つ ぞうちょう ひとえ もよお

所の邪見なり。此の経文に仏記して我滅度後と云へるは、正法の末八十年、像法の末八

百年、末法の末八千年なり。選択集の出でたる時は像法の末、末法の始めなれば八百年

の内なり。仁王経に記す所の時節に当たれり。「諸小国王」とは日本国の王なり。「中

下品善」は粟散王是なり。「如師子身中虫」とは仏弟子の源空是なり。「諸悪比丘」と
ぞくさんおう げんくう

は所化の衆是なり。「説破仏法因縁破国因縁」とは上に挙ぐる所の選択集の語是なり。

「其王不別信聴比語」とは今の世の道俗邪義を弁へずして猥りに之を信ずるなり。請
わきま みだ これ こ
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ひ願はくは道俗法の邪正を分別して其の後正法に付いて後世を願へ。今度人身を失ひ
じゃしょう

三悪道に堕して後に後悔すとも何ぞ及ばん。

第二に但法華経の題目計りを唱へて三悪道を離るべきことを明かさば、法華経の第五
ばか

に云はく「文殊師利、是の法華経は無量の国の中に於て乃至名字をも聞くことを得べ
もんじゅ し り みょう じ

からず」と。第八に云はく「汝等但能く法華の名を受持せん者を擁護せんすら福量るべ
なんだち よ みな おう ご はか

からず」と。提婆品に云はく「妙法華経の提婆達多品を聞いて浄心に信敬して疑惑を生
だい ば ほん

ぜざらん者は地獄・餓鬼・畜生に堕せず」と。大般涅槃経名字功徳品に云はく「若し善
だいはつ ね はん

男子・善女人有って是の経の名を聞いて悪趣に生ずといふは是の 処 有ること無けん」
あくしゅ ことわり

と 問うて云はく、但法華経の題目を聞くと雖も解心無くば如何にして三悪
げ しん い か

涅槃経は法華経の流通
たるが故に之を引く。

趣を脱れんや。答へて云はく、法華経流布の国に生れて此の経の題名を聞き、信を生ず

るは宿善の深厚なるに依れり。設ひ今生は悪人無智なりと雖も必ず過去の宿善有るが
しゅくぜん じんこう たと

故に、此の経の名を聞いて信を致す者なり。故に悪道に堕せず。問うて云はく、過去の

宿善とは如何。答へて曰く、法華経の第二に云はく「若し此の経法を信受すること有ら

ん者は是の人は已に曾て過去の仏を見奉り恭敬し供養し亦是の法を聞けるなり」と。
すで かつ く ぎょう

法師品に云はく「又如来滅度の後、若し人有って妙法華経の乃至一偈一句を聞いて一念
ほっ し ほん いち げ

も随喜せん者は、乃至当に知るべし、是の諸人等已に曾て十万億の仏を供養せしなり」
まさ

と。流通たる涅槃経に云はく「若し衆生有って煕連河沙等の諸仏に於て菩提心を発こし、
き れん が しゃ お

乃ち能く是の悪世に於て是くの如き経典を受持して誹謗を生ぜず。善男子、若し能く
すなわ

一恒河沙等の諸仏世尊に於て菩提心を発こすこと有って、然して後に乃ち能く悪世の中
ごう が しゃ

に於て是の法を謗ぜず是の典を愛敬せん」 。此等の文の如くんば、設ひ先に解心無
ぼう あいぎょう これ ら げ しん

已上
経文

くとも此の法華経を聞いて謗ぜざるは大善の所生なり。夫三悪の生を受くること大地
しょしょう それ

微塵より多く、人間の生を受くること爪上の土より少なし。乃至四十余年の諸経に値
み じん そうじょう あ

ふは大地微塵より多く、法華・涅槃に値ふことは爪上の土より少なし。上に挙ぐる所の

涅槃経の三十三の文を見るべし。設ひ一字一句なりと雖も此の経を信ずるは宿縁多幸
しゅくえん た こう

なり。

問うて云はく、設ひ法華経を信ずと雖も悪縁に随はゞ何ぞ三悪道に堕せざらんや。答

へて曰く、解心無き者権教の悪知識に遇ひて実教を退せば、悪師を信ずる失に依って必
げ しん あ とが

ず三悪道に堕すべきなり。彼の不軽 軽毀の衆は権人なり。大通結縁の者の三千塵点を歴
ふ きょうきょう き ごんにん だいつうけちえん じんでん へ

しは法華経を退して権教に遷りしが故なり。法華経を信ずるの輩法華経の信を捨てゝ権
うつ

人に随はんより外は、世間の悪業に於ては法華の功徳に及ばず。故に三悪道に堕すべか
ほか

らざるなり。

問うて云はく、日本国は法華・涅槃有縁の地なりや否や。答へて云はく、法華経第八
う えん いな

に云はく「如来の滅後に於て閻浮提の内に広く流布せしめ断絶せざらしむ」と。七の巻
えん ぶ だい

に云はく「広宣流布して閻浮提に於て断絶せしむること無けん」と。涅槃経第九に云は
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く「此の大乗経典大涅槃経も亦復是くの如し。南方の諸の菩薩の為の故に当に広く流布
またまた

すべし」 。三千世界広しと雖も仏自ら法華・涅槃を以て南方流布の処と定む。南方
みずか

已上
経文

の諸国の中に於ては日本国は殊に法華経の流布すべき処なり。問うて云はく、其の証如
こと

何。答へて曰く、肇公の法華の翻経の後記に云はく「羅什三蔵、須利耶蘇摩三蔵に
じょうこう ほんぎょう ら じゅうさんぞう しゅ り や そ ま

値ひ奉りて法華経を授かる時の語に云はく、仏日西山に隠れ遺耀東北を照らす。茲の典
ぶつにち い よう こ てん

東北の諸国に有縁なり。汝慎んで伝弘せよ」 。東北とは日本なり。西南の天竺より東
でん ぐ てんじく

已
上

北の日本を指すなり。故に慧心の一乗要決に云はく「日本一州円機純一にして、朝野
え しん いちじょうようけつ えん き ちょう や

遠近同じく一乗に帰し、緇素貴賤悉く成仏を期す」 。願はくは日本国の今世の道俗選
おんごん し そ き せん

已
上

択集の久習を捨てゝ、法華涅槃の現文に依り、肇公・慧心の日本記を恃みて法華修行
く じゅう げんもん じょうこう え しん たの

の安心を企てよ。

問うて云はく、法華経修行の者何れの浄土を期すべきや。答へて曰く、法華経二十八
いず

品の肝心たる寿量品に云はく「我常在此娑婆世界」と。亦云はく「我常住於此」と。亦

云はく「我此土安穏」文。此の文の如くんば本地久成の円仏は此の世界に在せり。此
く じょう えんぶつ いま

の土を捨てゝ何れの土を願ふべきや。故に法華経修行の者の所住の処を浄土と思うべし。
ど

何ぞ煩はしく他処を求めんや。故に神力品に云はく「若しは経巻所住の処ならば、若
わずら じんりきほん

しは園中に於ても、若しは林中に於ても、若しは樹下に於ても、若しは僧坊に於ても、
じゅ げ

若しは白衣の舎にても、若しは殿堂に在っても、若しは山谷曠野にても、乃至当に知
びゃく え いえ せんごくこう や

るべし、是の処は即ち是道場なり」と。涅槃経に云はく「若し善男子、是の大涅槃微妙
み みょう

の経典流布せらるゝ処は当に知るべし、其の地即ち是金剛なり。是の中の諸人も亦金剛
こんごう

の如し」 。法華涅槃を信ずる行者は余処を求むべきに非ず。此の経を信ずる人の所住已
上

の処は即ち浄土なり。

問うて云はく、華厳・方等・般若・阿含・観経等の諸経を見るに兜卒・西方・十方
け ごん ほうどう はんにゃ あ ごん かんぎょう と そつ さいほう

の浄土を勧む。其の上法華経の文を見るに亦兜卒・西方・十方の浄土を勧む。何ぞ此等
すす また

の文に違して但此の瓦礫荆棘の穢土を勧むるや。答へて曰く、爾前の浄土は久遠実成
が りゃくけいきょく え ど く おんじつじょう

の釈迦如来の所現の浄土にして実には皆穢土なり。法華経は亦方便寿量の二品なり。寿

量品に至りて実の浄土を定むる時、此の土は即ち浄土なりと定め了んぬ。但し兜卒・安
おわ

養・十方の難に至りては爾前の名目を改めずして此の土に於て兜卒・安養等の名を付

く。例せば此の経に三乗の名有りと雖も三乗有らざるが如し。「更に観経等を指すを須
もち

ひざるなり」の釈の意是なり。法華経に結縁無き衆生の当世西方浄土を願ふは瓦礫の
けちえん が りゃく

土を楽ふとは是なり。法華経を信ぜざる衆生は誠に分添の浄土無き者なり。
ねが ぶんでん

第三に涅槃経は法華経流通の為に之を説きたまふを明かさば、問うて云はく、光宅の
こうたく

法雲法師並びに道場の慧観等の碩徳は法華経を以て第四時の経と定め無常・熟蘇味と
ほううん え かん せきとく む じょう じゅく そ み

立つ。天台智者大師は法華涅槃同味と立つると雖も亦捃拾の義を存す。二師共に権化
くんじゅう ごん げ

なり。互ひに徳行を具せり。何れを正と為して我等の迷心を晴らすべきや。答へて曰く、
めいしん
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設ひ論師訳者たりと雖も仏教に違して権実二教を判ぜずんば且く疑ひを加ふべし。何に
たと ごんじつ いか

況んや唐土の人師たる天台・南岳・光宅・慧観・智儼・嘉祥・善導等の釈に於てをや。
いわ とう ど てんだい なんがく こうたく え かん ち ごん か じょう ぜんどう

設ひ末代の学者たりと雖も依法不依人の義を存し、本経本論に違はずんば信用を加ふべ
え ほう ふ え にん たが

し。問うて云はく、涅槃経の第十四巻を開きたるに、五十年の諸大乗経を挙げて前四味
ぜん し み

に譬へ、涅槃経を以て醍醐味に譬ふ。諸大乗経は涅槃経より劣ること百千万倍と定め了
たと だい ご み

んぬ。其の上迦葉童子の領解に云はく「我今日より始めて正見を得。此より前の我等、
か しょう りょう げ う

悉く邪見の人と名づく」と。此の文の意は涅槃経已前の法華等の一切衆典を皆邪見と云

ふなり。当に知るべし、法華経は邪見の経にして未だ正見の仏性を明かさず。故に天親
ぶっしょう てんじん

菩薩の涅槃論に諸経と涅槃との勝劣を定むる時、法華経を以て般若経に同じて同じく第

四時に摂したり。豈正見の涅槃経を以て邪見の法華経の流通と為さんや如何。答へて曰
あに な

く、法華経の現文を見るに仏の本懐残すこと無し。方便品に云はく「今正しく是其の時
まさ

なり」と。寿量品に云はく「毎に自ら是の念を作さく、何を以てか衆生をして無上道に
つね な

入り、速やかに仏身を成就することを得せしめん」と。神力品に云はく「要を以て之を
すみ

言はゞ、如来の一切の所有の法、乃至皆此の経に於て宣示顕説す」 。此等の現文は釈
しょ う せん じ けんぜつ

已
上

迦如来の内証は皆此の経に尽くしたまふ。其の上多宝並びに十方の諸仏来集の庭に於
つ らいじゅう

て釈迦如来の已今当の語を証し、法華経の如き経無しと定め了んぬ。而るに多宝諸仏本
い こんとう おわ

土に還るの後、但釈迦一仏のみ異変を存して、還って涅槃経を説き法華経を卑くせば誰
かえ ひく

人か之を信ぜん。深く此の義を存ぜよ。随って涅槃経の第九を見るに、法華経を流通し

て説いて云はく「是の経の世に出ずること彼の菓実の一切を利益し安楽する所多きが如

し。能く衆生をして仏性を見はさしむ。法華の中の八千の声聞の記莂を授かることを得
よ あら き べつ

て大菓実を成ずるが如きは、秋 収冬蔵して更に所作無きが如し」と。此の文の如くん
しゅうしゅうとうぞう しょ さ

ば法華経若し邪見ならば涅槃経も豈邪見に非ずや。法華経は大収、涅槃経は捃拾なり
あに だいしゅう くんじゅう

と見え了んぬ。涅槃経は自ら法華経に劣るの由を称す。法華経の当説の文敢へて相違無
あ

し。但し迦葉の領解並びに第十四の文は法華経を下すの文に非ず。迦葉自身並びに所
か しょう りょう げ くだ

化の衆今始めて法華経の所説の常 住仏性・久遠実成を覚る。故に我が身を指して此
じょうじゅうぶっしょう く おんじつじょう さと

より已前は邪見なりと云ふ。法華経已前の無量義経に嫌はるゝ諸経を涅槃経に重ねて之

を挙げて嫌ふなり。法華経を嫌ふには非ざるなり。亦涅槃論に至りては、此等の論は書
ね はんろん

き付くるが如く天親菩薩の造、菩提流支の訳なり。法華論も亦天親菩薩の造、菩提流支
ぼ だい る し ほっ け ろん

の訳なり。経文に違すること之多し。涅槃論も亦本経に違す。当に知るべし、訳者の誤
これ まさ

りなり、信用に及ばず。

問うて云はく、先の教に漏れたる者を後の教に之を承け取りて得道せしむるを流通と
これ う

称せば、阿含経は華厳経の流通と成るべきや、乃至法華経は前四味の流通と成る可きや
ぜん し み

如何。答へて曰く、前四味の諸経は菩薩人天等の得道を許すと雖も決定 性の二乗・無
けつじょうしょう む

性・闡提の成仏を許さず。其の上仏意を探りて実を以て之を検ふるに亦菩薩人天等の
しょう せんだい さぐ かんが
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得道も無し。十界互具を説かざるが故に、久遠実成無きが故に。問うて云はく、証文如

何。答へて云はく、法華経方便品に云はく「若し小乗を以て化すること乃至一人に於て
け

もせば我則ち慳貪に堕せん。此の事は為めて不可なり」 。此の文の意は今選択 集の
すなわ けんどん さだ せんちゃくしゅう

已
上

邪義を破せんが為に余事を以て詮と為さず。故に爾前得道の有無の実義は之を出ださず。
せん な

追って之を検ふべし。但し四十余年の諸経は実に凡夫の得道無きが故に法華経を爾前
かんが

の流通と為さず。法華経に於て十界互具久遠実成を顕はし了んぬ。故に涅槃経は法華経

の為に流通と成るなり。

大文の第七に問ひに随って答ふとは、若し末代の愚人、上の六門に依って万が一も法
ぐ にん

華経を信ぜば、権宗の諸人、或は自ら惑へるに依り、或は偏執に依って法華経の行者
ごんしゅう へんしゅう

を破せんが為に、多く四十余年並びに涅槃等の諸経を引いて之を難ぜん。而るに権教を

信ずる人は之多く、或は威勢に依り、或は世間の資縁に依り、人の意に随って世路を亘
し えん せ ろ わた

らんが為にし、或は権教には学者多く、実教には智者少なし。是非に就いて万が一も実
つ

教を信ずる者有るべからず。是の故に此の一段を撰んで権人の邪難を防がん。
えら ふせ

問うて云はく、諸宗の学者難じて云はく「華厳経は報身如来の所説、七処八会皆

頓極頓証の法門なり。法華経は応身如来の所説、教主既に優劣有り。法門に於て何ぞ
とんごくとんしょう

浅深無からん。随って対告衆も法慧・功徳林・金剛幢等なり。永く二乗を雑へず。法華
たいごうしゅ ほう え く どくりん こんごうどう まじ

経は舎利弗等を以て対告衆と為す」 。法相宗の如きは解深密経等を以て依憑と為
ほっそうしゅう げ じんみつ え ひょう

華厳宗
の難。

して難を加へて云はく「解深密経は文殊・観音等を以て対告衆と為す。勝義生菩薩の
もんじゅ かんのん

領解には一代を有・空・中と詮す。其の中とは華厳・法華・涅槃・深密等なり。法華
りょう げ

経の信解品の五時の領解は四大声聞なり。菩薩と声聞と勝劣天地なり」と。浄土宗の如
しん げ ほん

きは道理を立てゝ云はく「我等は法華等の諸経を誹謗するに非ず。彼等の諸経は正に
しょう

は大人の為、傍には凡夫の為にす。断惑証理・理深の教にして末代の我等之を行ずる
だいにん ぼう だんなくしょう り り じん

に千人の中に一人も彼の機に当たらず、在家の諸人多分は文字を見ず、亦華厳・法相等

の名を聞かず。況んや其の義を知らんや。浄土宗の意は我等凡夫は但口に任せて六字の

名号を称すれば、現在には阿弥陀如来二十五の菩薩等を遣はして身に影の随ふが如く、
つか

百重千重に行者を囲繞して之を守りたまふ。故に現世には七難即滅七福即生し、乃至
い にょう げん ぜ しちなんそくめつしちふくそくしょう

臨終の時は必ず来迎有りて観音の蓮台に乗じ、須臾の間に浄土に至り、業に随って蓮華
らいごう れんだい しゅ ゆ

開け、法華経を聞いて実相を覚る。何ぞ煩はしく穢土に於て余行を行じて何の詮か有
わずら え ど

る。但万事を抛ちて一向に名号を称せよ」云云。禅宗等の人云はく「一代聖教は月を
なげう みょうごう

指す指なり。天地日月等も汝等が妄心より出でたり。十方の浄土も執心の影像なり。
しゅうしん

釈迦十方の仏陀は汝が覚心の所変なり。文字に執する者は株を守る愚人なり。我が達磨
しょへん くいぜ だる ま

大師は文字を立てず、方便を仮らず、一代聖教の外に仏迦葉に印して此の法を伝ふ。法
か いん

華経等は未だ真実を宣べず」 。此等の諸宗の難一に非ず。如何ぞ法華経の信心を壊ら
い かん

已
上

ざるべしや。答へて云はく、法華経の行者は心中に、四十余年・已今当・皆是真実・依
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法不依人等の文を存して而も外に語に之を出ださず。難に随って之を問ふべし。 抑 所
そもそも

立の宗義何れの経に依るや。彼経を引かば引くに随って亦之を尋ねよ。一代五十年の間
かれ また

の説の中に法華経より先か、後か、同時なるか、亦先後不定なるかと。若し先と答へ
せん ご ふ じょう

ば未顕真実の文を以て之を責めよ。敢へて彼の経の説相を尋ぬること勿れ。後と答へば
み けんしんじつ あ か なか

当説の文を以て之を責めよ。同時なりと答へば今説の文を以て之を責めよ。不定と答へ

ば不定の経は大部の経に非ず、一時一会の説にして亦物の数に非ず。其の上不定の経と
いち え もの

雖も三説を出でず。設ひ百千万の義を立つると雖も四十余年等の文を載せて虚妄と称せ
たと の こ もう

ざるより外は用ふべからず。仏の遺言に不依不了義経と云ふが故なり。亦智儼・嘉祥
ふ え ふ りょう ぎ ち ごん か じょう

・慈恩・善導等を引いて徳を立て難ずと雖も法華涅槃に違する人師に於ては用ふべから

ず。依法不依人の金言を仰ぐが故なり。

亦法華経を信ぜん愚者の為に二種の信心を立つ。一には仏に就いて信を立て、二には
つ

経に就いて信を立つ。仏に就いて信を立つとは、権宗の学者来たり難じて云はん、善導

和尚は三昧発得の人師、本地は弥陀の化身なり。慈恩大師は十一面観音の化身、亦筆端
さんまいほっとく み だ ひったん

より舎利を雨らす。此等の諸人は皆彼々の経々に依って皆証有り。何ぞ汝彼の経に依
しゃ り ふ しょう

らず、亦彼の師の義を用ひざるや。答へて曰く、汝聞け。一切の権宗の大師先徳並びに

舎利弗・目連・普賢・文殊・観音乃至阿弥陀・薬師・釈迦如来、我等の前に集りて説い
もくれん ふ げん もんじゅ かんのん

て云はん、法華経は汝等の機に叶はず、念仏等の権経の行を修して往生を遂げて後に法
かな と

華経を覚れと。是くの如き説を聞くと雖も敢へて用ふべからず。其の故は四十余年の諸
あ

経には法華経の名字を呼ばず、何れの処にか機の堪不堪を論ぜん。法華経於ては多宝
みょう じ

・釈迦・十方諸仏、一処に集まりて撰定 して云はく「法をして久しく住せしむ」「如
せんじょう

来の滅後に於て閻浮提の内に広く流布せしめ断絶せざらしむ」と。此の外に今仏出来し
えん ぶ だい いま

て法華経を末代不相応と定めば既に法華経に違す。知んぬ、此の仏は涅槃経に出だす所

の滅後の魔仏なり。之を信用すべからず。其の已下の菩薩・声聞・比丘等は亦言論す
ま ぶつ ぼ さつ しょうもん び く ごんろん

るに及ばず。此等は不審も無し。涅槃経に記す所の滅後の魔の所変の菩薩等なり。其の
しょへん

故は法華経の座は三千大千世界の外四百万億阿僧祇の世界なり。其の中に充満せる菩薩
あ そう ぎ

・二乗・人天・八部等皆如来の告勅を蒙り、各々所在の国土に法華経を弘むべきの由
にんでん ごうちょく こうむ

之を願ひぬ。善導等若し権者ならば何ぞ竜樹・天親等の如く権教を弘めて後に法華経を
ごんじゃ

弘めざるや、法華経の告勅の数に入らざるや、何ぞ仏の如く権教を弘めて後に法華経を

弘めざるや。若し此の義無くんば設ひ仏たりと雖も之を信ずべからず。今は法華経の中
たと

の仏を信ず、故に仏に就いて信を立つと云ふなり。
つ

問うて云はく、釈迦如来の所説を他仏之を証するを実説と称せば何ぞ阿弥陀経を信ぜ

ざるや。答へて云はく、阿弥陀経に於ては法華経の如き証 明無きが故に之を信ぜず。
しょうみょう

問うて云はく、阿弥陀経を見るに、釈迦如来の所説の一日七日の念仏を六万の諸仏舌を

出だし三千を覆ふて之を証明せり。何ぞ証明無しと云ふや。答へて云はく、阿弥陀経に
おお

於ては全く法華経の如き証明無し。但釈迦一仏舎利弗に向かって説いて言はく、我一人
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阿弥陀経を説くのみに非ず、六万の諸仏舌を出だし三千を覆ふて阿弥陀経を説くと云ふ

と雖も此等は釈迦一仏の説なり、敢へて諸仏は来たりたまはず。此等は権文なり。四十
あ

余年の間は教主も権仏・始覚の仏なり。仏権なるが故に所説も亦権なり。故に四十余年
し がく ごん

の権仏の説は之を信ずべからず。今の法華涅槃は久遠実成の円仏の実説なり。十界互
く おんじつじょう

具の実言なり。亦多宝十方の諸仏来たりて之を証明したまふ。故に之を信ずべし。阿弥

陀経の説は無量義経の未顕真実の語に壊れ了んぬ。全く釈迦一仏の語にして諸仏の証明
おわ

には非ざるなり。二に経に就いて信を立つとは、無量義経に四十余年の諸経を挙げて未

顕真実と云ふ。涅槃経に云はく「如来は虚妄の言無しと雖も、若し衆生虚妄の説に因っ
こ もう よ

て法利を得ると知れば、宜しきに随って方便して則ち為に之を説きたまふ」と。又云
よろ すなわ

はく「了義経に依って不了義経に依らざれ」 。是くの如きの文一に非ず。皆四十余年
已
上

の自説の諸経を虚妄・方便・不了義経・魔説と称す。是皆人をして其の経を捨てゝ法華

涅槃に入らしめんが為なり。而るに何の恃み有りて妄語の経を留めて行儀を企て得道
たの くわだ

を期するや。今権教の情執を捨てゝ偏に実経を信ず。故に経に就いて信を立つと云ふ
ご ひとえ

なり。問うて云はく、善導和尚も人に就いて信を立て、行に就いて信を立つ。何の差別

有らんや。答へて曰く、彼は阿弥陀経等の三部に依って之を立て、一代の経に於て了義

経・不了義経を分かたずして之を立つ。故に法華涅槃の義に対して之を難ずる時は其の

義壊れ了んぬ。

守 護 国 家 論


